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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、「
楠
正
成
教
子
図
」（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
・
以
下
、
本
作

（
注
１
））〔

口
絵
１
〕

に
つ
い
て
、
こ
れ
が
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
に
江
戸
幕
府
が
通
信
使
を
通
じ
て
李
氏
朝

鮮
王
朝
に
贈
っ
た
「
贈
朝
屛
風
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　

朝
鮮
王
朝
は
、江
戸
幕
府
に
対
し
て
第
一
回
（
一
六
〇
七
年
）
～
第
十
二
回
（
一
八
一
一

年
）
の
十
二
回
、
通
信
使
を
派
遣
し
た
。
そ
の
第
四
回
以
降
、
朝
鮮
国
王
へ
の
「
国
書
」

に
附
属
す
る
「
別
幅
」
と
し
て
屛
風
を
贈
呈
す
る
こ
と
が
慣
例
化
し
た
（
第
二
、
三
回
は

三
使
へ
の
贈
呈
）。
そ
れ
ら
屛
風
は
、
当
時
は
単
に
「
御
屛
風
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
が
、

現
在
は
「
贈
朝
屛
風
（
贈
朝
鮮
王
朝
屛
風
）」
と
称
さ
れ
、
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

る
（
注
２
）。

記
録
に
よ
り
各
回
の
画
題
、
ま
た
御
絵
師
狩
野
派
の
代
表
者
を
頭
取
に
同
派
の
奥
絵

師
（
旗
本
格
、
御
目
見
え
以
上
）、
表
絵
師
（
奥
絵
師
の
分
家
や
門
人
）
ら
幕
府
御
用
を

務
め
る
画
家
た
ち
が
制
作
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
全
十
二
回
で
贈
呈
さ
れ
た
の
は

計
一
九
〇
双
、
屛
風
の
数
と
し
て
は
三
八
〇
隻
に
の
ぼ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
の

膨
大
な
数
の
屛
風
の
う
ち
、現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、わ
ず
か
に
以
下
の
五
点
（
一

隻
屛
風
が
四
点
、
一
双
屛
風
が
一
点
、
す
な
わ
ち
屛
風
の
数
と
し
て
は
六
隻
）
で
あ
る

（
注
３
）。

①
第
八
回 

正
徳
度
（
一
七
一
一
年
）

狩
野
柳
雪
秀
信
（
表
絵
師
築
地
小
田
原
町
家
五
代
・
一
六
四
七
～
一
七
一
二
）「
源
為

朝
大
箭
図
（
鎮
西
八
郎
為
朝
図
）

（
注
４
）」（

韓
国
国
立
中
央
博
物
館
）
六
曲
一
隻
、
紙
本
金
地

着
色
、
一
六
六
・
六
× 

三
七
八
・
〇
㎝
〔
口
絵
２
〕

②
第
十
回 

寛
延
度
（
一
七
四
八
年
）

狩
野
友
甫
宴
信
（
表
絵
師
根
岸
御
行
松
家
三
代
・
？
～
一
七
六
二
）「
苅
田
雁
秋
草
図
（
芙

蓉
雁
図
）」（
韓
国
国
立
古
宮
博
物
館
）
六
曲
一
双
、
紙
本
金
地
着
色
、
各
一
六
四
・
〇

×
三
六
七
・
六
㎝

（
注
５
）

③
第
十
一
回 

明
和
度
（
一
七
六
四
年
）　

狩
野
探
林
守
美
（
奥
絵
師
鍛
冶
橋
家
五
代
・
一
七
三
二
～
七
七
）「
忠
信
吉
野
軍
図
」（
韓

国
国
立
中
央
博
物
館
）
六
曲
一
隻
、
紙
本
金
地
着
色
、
各
一
七
〇
・
〇
×
四
〇
八
・
〇
㎝

④
同　狩

野
梅
笑
師
信
（
表
絵
師
深
川
水
場
家
三
代
・
一
七
二
八
～
一
八
〇
七
）「
牡
丹
菊
ニ

流
水
図
」（
韓
国
国
立
古
宮
博
物
館
）
六
曲
一
隻
、
紙
本
金
地
着
色
、
一
六
二
・
五
×

四
四
四
・
〇
㎝

（
注
６
）

⑤
同狩

野
洞
寿
克
信
（
表
絵
師
浅
草
猿
屋
町
代
地
分
家
三
代
・
？
～
一
七
七
七
）「
春
日
祭
図
」

（
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
）
六
曲
一
隻
、
紙
本
着
色
、
一
八
七
・
三
×
四
五
四
・
七
㎝

【
論　

文
】

　

 
贈
朝
屛
風
と
し
て
の
「
楠
正
成
教
子
図
」（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）

	

門　

脇　

む
つ
み
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そ
し
て
、
本
作
は
、
紙
本
金
地
着
色
の
六
曲
一
隻
屛
風
、
一
六
五
・
九
×
三
七
四
・
四

㎝
（
注
７
）。

建
武
三
年
（
一
三
三
六
）、
楠
木
正
成
（
？
～
一
三
三
六
）
が
、
自
身
が
命
を
落
と

す
こ
と
に
な
る
湊
川
の
戦
い
を
前
に
、
桜
井
宿
（
大
阪
府
島
本
町
）
で
供
を
し
て
い
た
嫡

子
・
正
行
（
？
～
一
三
四
八
）
に
対
し
、
自
分
が
討
死
に
し
た
後
も
後
醍
醐
天
皇
の
た
め

に
忠
義
を
尽
く
し
、
い
つ
か
必
ず
朝
敵
を
滅
ぼ
せ
と
訓
戒
し
、
正
行
を
領
地
の
河
内
へ
帰

す
「
桜
井
の
別
れ
」
の
場
面
を
表
す
（『
太
平
記
』
巻
一
六
）。

　

画
面
全
体
を
右
上
か
ら
左
下
の
対
角
線
を
境
界
と
し
て
二
分
し
、
左
上
は
水
景
と
空
の

み
の
人
物
が
全
く
い
な
い
空
間
と
し
、
右
下
に
人
物
や
樹
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
集
中
さ
せ

る
。
画
面
の
中
心
、
す
な
わ
ち
第
二
～
四
扇
の
中
央
に
、
逆
Ｃ
字
形
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た

幔
幕
で
囲
ま
れ
た
陣
を
配
置
す
る
。
そ
の
内
側
、
第
三
扇
中
央
右
上
に
正
成
が
、
左
下
に

正
行
が
斜
め
に
向
き
合
う
様
子
で
描
か
れ
る
。
正
成
は
虎
皮
の
敷
物
上
に
立
烏
帽
子
に
大

袖
付
胴
丸
を
着
け
て
坐
り
、
正
行
は
彪
皮
の
敷
物
に
水
干
姿
か
と
思
わ
れ
る
装
束
で
坐
る

〔
図
１
〕。
正
成
の
胴
鎧
に
は
見
事
な
金
の
龍
文
が
表
さ
れ
、
正
成
の
小
袖
に
は
菊
文
が
散

ら
さ
れ
る
。
幔
幕
に
は
菊
水
紋
を
象
る
。
父
子
の
右
下
、
幔
幕
の
内
外
に
は
家
臣
や
馬
が

密
集
し
て
描
か
れ
〔
図
２
〕、
間
に
旗
指
物
な
ど
が
見
え
る
。
ま
た
、
第
五
・
六
扇
の
下
側

に
も
数
人
ず
つ
群
を
な
す
武
将
た
ち
が
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
上
側
の
幔
幕
の
延
長

線
上
、
す
な
わ
ち
対
角
線
上
に
並
ぶ
。
松
は
、
幔
幕
を
囲
む
よ
う
に
、
そ
の
左
端
お
よ
び

逆
Ｃ
字
形
の
上
下
内
外
に
点
在
す
る
。
画
面
上
部
お
よ
び
下
部
に
は
金
雲
が
画
面
全
体
を

縁
取
る
よ
う
に
配
さ
れ
、
地
面
お
よ
び
空
に
は
金
砂
子
が
蒔
か
れ
る
。
林
立
す
る
松
の
あ

い
ま
に
は
、
切
箔
散
ら
し
の
霞
も
見
え
る
。
武
将
た
ち
の
甲
冑
や
馬
の
体
色
、
馬
具
も
多

彩
で
、
華
や
か
な
趣
を
呈
す
る
。
描
か
れ
る
人
物
は
総
勢
一
一
五
人
、
馬
七
頭
で
あ
る
。

そ
し
て
、
画
面
左
上
に
は
絹
本
に
物
語
を
説
明
す
る
漢
文
を
書
し
た
〈
書
〉
が
貼
付
さ
れ

て
い
る
。
金
箔
、
人
物
の
顔
、
松
の
緑
青
な
ど
一
部
後
補
の
箇
所
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね

良
好
な
状
態
で
あ
る
。

　

こ
の
本
作
が
贈
朝
屛
風
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
五
十
嵐
公
一
氏
が
、
正
徳
度
の
贈

朝
屛
風
の
記
録
に
狩
野
春
湖
（
？
～
一
七
二
七
）
筆
と
し
て
載
る
「
楠
正
成
教
子
図
」
と

本
作
の
画
題
の
一
致
、
ま
た
本
作
の
〈
書
〉
が
正
徳
度
の
贈
朝
屛
風
に
つ
い
て
二
十
双
の

う
ち
十
五
隻
に
貼
付
さ
れ
た
深
見
玄
岱
（
一
六
四
九
～
一
七
二
二
）
撰
文
、筆
の
「
題
辞
」

で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
榊
原
悟
氏
は
五
十
嵐
氏
の
指
摘
を
承
け

「
む
し
ろ
こ
れ
こ
そ
が
正
徳
度
の
贈
朝
屛
風
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
、
と
み
て
い
る
」
と

し
て
画
題
お
よ
び
①
と
の
サ
イ
ズ
の
共
通
、〈
書
〉
の
存
在
を
根
拠
と
し
て
挙
げ
る

（
注
８
）。

た

だ
し
、
本
作
を
贈
朝
屛
風
と
認
め
る
に
は
、
今
一
歩
進
ん
だ
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本

稿
は
、
右
記
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
た
に
以
下
の
三
点
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
作
を
贈
朝
屛
風
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
。

　

第
一
に
、
本
作
の
〈
書
〉
は
、
玄
岱
「
題
辞
」
の
草
稿
を
原
本
と
す
る
拓
本
『
白
雉
帖
』

と
内
容
、
さ
ら
に
は
字
配
り
や
書
体
が
こ
と
ご
と
く
共
通
し
、
間
違
い
な
く
深
見
玄
岱
の

筆
跡
と
み
な
せ
る
と
と
も
に
、〈
書
〉
が
贈
朝
屛
風
の
題
辞
そ
の
も
の
で
あ
る
、
す
な
わ

ち
本
作
が
贈
朝
屛
風
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
。

　

第
二
に
、
本
作
は
落
款
が
な
く
画
家
が
不
明
で
あ
る
が
、
狩
野
春
湖
に
よ
る
他
作
品
と

の
比
較
に
よ
り
、
春
湖
筆
と
判
断
で
き
る
。
な
お
、
画
面
右
下
に
落
款
を
削
除
し
た
痕
跡

が
残
る
。

　

第
三
に
、
本
作
の
仕
立
が
、
右
記
の
正
徳
度
の
贈
朝
屛
風
で
あ
る
①
と
通
じ
る
こ
と
、

さ
ら
に
当
初
の
も
の
と
み
な
せ
る
本
作
の
裏
張
が
贈
朝
屛
風
に
特
徴
的
な
金
泥
お
よ
び
金

箔
唐
紙
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
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（
一
）
正
徳
度
の
贈
朝
屛
風

　

三
点
の
考
察
に
先
立
ち
、
ま
ず
は
正
徳
度
の
贈
朝
屛
風
の
全
体
像
を
確
認
す
る
。

○
新
井
白
石
と
贈
朝
屛
風

　

正
徳
度
の
通
信
使
は
、
六
代
将
軍
・
家
宣
（
一
七
〇
九
年
六
月
将
軍
宣
下
）
の
襲
職
祝

賀
の
た
め
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
に
来
日
し
、
十
一
月
十
一
日
に
江
戸
城
で
家
宣
に
謁

見
し
た
。
こ
の
回
は
、
家
宣
の
侍
講
で
儒
学
者
に
し
て
幕
政
を
実
質
的
に
主
導
し
た
新
井

白
石
（
一
六
五
七
～
一
七
二
五
）
に
よ
る
聘
礼
改
革
で
知
ら
れ
る
。
白
石
は
江
戸
幕
府
の

聘
礼
に
関
す
る
認
識
が
粗
略
で
「
国
体
」
を
損
な
っ
て
い
る
な
ど
と
考
え

（
注
９
）、

贈
朝
屛
風
に

つ
い
て
も
従
来
と
は
異
な
る
画
題
を
選
択
す
る
と
と
も
に
、
画
題
内
容
を
説
明
す
る
「
題

辞
」
を
貼
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

題
辞
は
、
白
石
の
命
で
深
見
玄
岱
（
新
左
衛
門
、
高
玄
岱

（
（注

（
注

）
が
撰
文
し
書
し
た
。
玄
岱

は
、
儒
者
に
し
て
書
家
、
篆
刻
家
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
で
、
祖
父
の
高
寿
寛
は
渤
海
出

身
の
福
建
省
の
人
。
黄
檗
僧
・
独
立
性
易
に
師
事
し
、
薩
摩
儒
医
と
な
り
、
ま
た
長
崎
で

暮
ら
し
た
が
、
幕
府
御
用
の
林
家
以
外
に
儒
者
を
求
め
た
白
石
の
推
挙
に
よ
り
、
宝
永
六

年
（
一
七
〇
九
）
に
幕
府
儒
者
と
な
っ
た
。
な
お
、
題
辞
は
、
当
時
は
「
言
葉
書
」（『
深

見
家
系
譜
』）、「
叙
事
之
詞
」（「
青
地
礼
幹
宛
、
室
鳩
巣
書
簡
」）
な
ど
と
称
さ
れ
、
現
在

は
画
賛
と
呼
ば
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
拓
本
『
白
雉
帖

（
（注

（
注

』
に

お
け
る
白
石
の
序
に
「
白
雉
帖
題
辭
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
題
辞
」
と
称
す
る
の
が
適
当

と
考
え
、
本
稿
で
は
題
辞
と
す
る
。

　

 

『
新
井
白
石
日
記
』、『
深
見
家
系
譜
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
屛
風
お
よ
び
題
辞
制
作
の
経

緯
は
お
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る

（
（注

（
注

。

・�

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
二
月
二
日
：
白
石
が
「
御
屛
風
図
様
」
（
画
題
）
を
間
部
詮

房
（
家
宣
側
用
人
）
に
進
上
（『
新
井
白
石
日
記
』）

・
同
年
二
月
六
日
：「
下
絵
来
」（『
新
井
白
石
日
記
』）

・�

同
年
三
月
三
日
：「
朝
鮮
へ
の
御
屛
風
の
絵
様
相
済
ム
」
す
な
わ
ち
図
様
決
定
（『
新
井

白
石
日
記
』）

・�

同
年
三
月
：
全
二
十
双
の
う
ち
人
物
を
主
題
と
す
る
十
五
隻
＝
十
五
点
（
三
双
三
点
＋

各
隻
十
二
点
）
に
、
白
石
の
命
で
深
見
玄
岱
作
の
画
題
説
明
の
漢
文
（「
題
辞
」）
が
添

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
深
見
家
系
譜
』）

・
同
年
八
月
二
十
四
日
：「
御
屛
風
共
御
見
せ
也
」（『
新
井
白
石
日
記
』）

・�

正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
春
：
玄
岱
が
十
五
点
の
「
題
辞
」
を
絹
地
に
書
し
た
も
の

（
三
点
篆
隷
体
、
三
点
行
書
体
、
七
点
楷
書
体
、
二
点
草
書
体
）
を
白
石
に
渡
し
た

（『
深
見
家
系
譜
』）

　

そ
し
て
「
題
辞
」
を
貼
付
す
る
理
由
を
、
白
石
ら
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

・�

「
本
朝
の
事
ど
も
、
朝
鮮
の
も
の
ど
も
は
た
ゞ

く
一
向
の
あ
ら
え
び
す
と
の
み
存
じ

候
。
又
、
対
州
な
ど
の
人
も
、
武
を
の
み
ほ
こ
り
い
ひ
候
て
、
万
分
が
一
も
此
方
の
事

共
し
れ
ぬ
事
に
候
」（
室
鳩
巣
宛
、
新
井
白
石
書
簡

（
（注

（
注

）

・�

「
我
古
聖
主
賢
臣
良
将
勇
士
才
女
健
婦
名
山
大
川
呂
闕
廟
堂
鐘
鼓
楽
舞
等
」
（
『
白
雉

帖
』
序
）

・�

「
日
本
故
事
之
図
者
断
書
無
之
候
ハ
、
彼
地
之
人
、
合
点
仕
間
敷
候
間
、
図
上
ニ
叙
事

之
詞
有
之
可
然
候
旨
被
仰
出
」
（
「
青
地
礼
幹
宛
、
室
鳩
巣
書
簡
」
）（

（注

（
注

＊
室
鳩
巣
は
玄
岱

と
同
時
に
白
石
よ
り
幕
府
に
推
挙
さ
れ
た
儒
者

　

す
な
わ
ち
、
日
本
が
「
あ
ら
え
び
す
」
の
国
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
「
聖
主
賢

臣
良
将
勇
士
才
女
健
婦
」
を
選
ん
で
描
い
た
。
し
か
し
、
絵
だ
け
で
は
朝
鮮
の
人
々
に
は

描
か
れ
る
内
容
が
理
解
で
き
な
い
た
め
、
「
題
辞
」
を
着
け
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
事

情
が
知
ら
れ
る
。
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○
二
十
双
の
屛
風

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
制
作
さ
れ
た
贈
朝
屛
風
二
十
双
の
画
題
と

画
家
を
、
『
古
画
備
考
』
巻
四
五
「
宮
殿
筆
者
」
お
よ
び
（
注
２
）

榊
原
悟
『
屛
風
と
日
本
人
』
所
載
「
贈
朝
屛
風
一
覧
」
を
参
照
し
ま

と
め
、
題
辞
を
備
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
拓
本
『
白
雉
帖
』
の
題
を

【 

】
に
、
書
体
お
よ
び
同
帖
中
の
掲
載
順
を
加
筆
し
た
の
が
次
の

一
覧
で
あ
る
。
ち
な
み
に
正
徳
度
の
頭
取
は
狩
野
常
信
（
養
朴
・

一
六
三
六
～
一
七
一
三
）
で
あ
っ
た
。
常
信
は
、
こ
の
と
き
の
通
信

使
の
正
使
・
趙
泰
億
（
一
六
七
五
～
一
七
二
八
）
の
肖
像
画
（
韓
国

国
立
中
央
博
物
館
）
も
手
掛
け
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
表
に
示
す
通
り
、
正
徳
度
の
贈
朝
屛
風
の
う
ち
に
確

か
に
「
楠
正
成
教
子
図
」
と
い
う
画
題
が
あ
る
。
し
か
も
、
題
辞
は

本
作
の
〈
書
〉
と
同
じ
く
楷
書
体
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
先
行
研
究

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
作
が
贈
朝
屛
風
で
あ
る
蓋
然
性
を
高
め
る

事
実
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

し
か
も
、
か
つ
て
、
こ
れ
ら
正
徳
度
の
贈
朝
屛
風
は
、
す
べ
て
が

水
没
し
た
と
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
に
鄭
美
娟
氏
の
研
究

（
（注

（
注

に

よ
っ
て
、『
通
信
使
謄
録
』（
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
）
一
七
一
二
年
三

月
上
旬
九
日
条
に
、
三
隻
の
船
に
分
載
さ
れ
朝
鮮
へ
向
か
い
、
船
一

隻
が
五
六
島
前
洋
で
沈
み
、
屛
風
一
二
双
が
逸
失
し
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
①
「
源
為
朝
大
箭
図
」
の
存
在
が
示
さ
れ

た
（
（注

（
注

。
つ
ま
り
、
贈
朝
屛
風
「
楠
正
成
教
子
図
」
が
現
存
し
て
い
る
可

能
性
は
あ
る
。

画題 画家 書体 『白雉帖』掲載順

富士三穂 狩野養朴 ／ ／

巴軍【巴女殺敵図】

はんがく女【坂額女拒敵図】

狩野養朴 楷書体

草書体

14

15

藤戸之渡【源盛綱藤戸海図】 狩野養朴 楷書体 10

朝比奈門破【平義秀破門図】

和泉小次郎【泉親衡負船図】

狩野養朴 篆隷体

草書体

12

13

倶利伽羅落【源義仲陥倶利伽羅図】 狩野養朴 楷書体 9

大井川御幸【源経信兼三船才図】

安楽寺【大江匡房賦四百句図】

狩野養朴 行書体

篆隷体

4

3

伶人 唐楽・和楽 狩野永叔 ／ ／

孝徳天皇白雉之図【孝徳天皇白雉図】

文武天皇慶雲之図【文武天皇慶雲図】

狩野探信 篆隷体

行書体

1

2

松島之図 狩野探雪 ／ ／

紫式部【紫式部編書図】

清少納言【清少納言捲簾図】

狩野洞春 楷書体

行書体

7

8

吉野、立田 狩野洞春 ／ ／

祇園会 狩野春笑 ／ ／

鎮西八郎【源為朝大箭図】 狩野柳雪 楷書体 11

住吉・玉津島 狩野寿石 ／ ／

犬追物 狩野如川 ／ ／

大和花鳥 狩野柳雪 ／ ／

小松教訓【平重盛諫父図】

楠遺誡【楠正成教子図】

狩野春湖 楷書体

楷書体

5

6

鵜遣・猿廻シ 狩野梅雲 ／ ／

朝観行幸 住吉内蔵允 ／ ／

釈尊之図 住吉内蔵允 ／ ／
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（
二
）
貼
付
の
〈
書
〉
―
―
深
見
玄
岱
筆

　

前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
正
徳
度
の
贈
朝
屛
風
「
楠
正
成
教
子
図
」
に
は
深
見
玄
岱

に
よ
る
楷
書
の
題
辞
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
題
辞
が
本
作
の
〈
書
〉
〔
図
３
〕
に
あ
た

る
可
能
性
に
つ
い
て
は
既
に
先
学
に
指
摘
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
は
、〈
書
〉

が
贈
朝
屛
風
貼
付
の
も
の
と
具
体
的
な
形
式
が
一
致
し
、
な
お
か
つ
玄
岱
の
筆
跡
に
間
違

い
な
い
か
ど
う
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
〈
書
〉
が
題
辞
と
し
て
の
特
徴
を
備
え
て
い
れ
ば
、

本
作
が
贈
朝
屛
風
で
あ
る
可
能
性
は
格
段
に
高
ま
る
。

○
〈
書
〉
の
内
容
と
仕
立

 

ま
ず
は
、
本
作
〈
書
〉
の
詳
細
を
確
認
す
る
。
三
三
・
六
×
四
五
・
三
㎝
の
絹
本
に
「
楠

正
成
教
子
図
」
と
題
を
記
し
た
上
で
、
縦
二
十
二
字
（
最
終
行
は
十
四
字
）、
横
十
九
行

の
文
が
楷
書
で
書
さ
れ
る
。
貼
付
位
置
は
小
縁
か
ら
上
が
一
・
六
㎝
、
左
が
一
・
六
㎝
。
正

徳
度
の
贈
朝
屛
風
で
あ
る
①
に
は
題
辞
に
あ
た
る
も
の
が
失
わ
れ
た
跡
〔
図
４
〕
が
あ
る

が
、
そ
の
部
分
は
三
四
・
一
×
四
五
・
五
㎝
、
貼
付
位
置
は
小
縁
か
ら
上
が
〇
・
八
㎝
、
右

が
〇
・
九
㎝
。
す
な
わ
ち
〈
書
〉
と
①
の
題
辞
跡
の
寸
法
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
貼
付
位

置
は
、
本
作
が
改
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
比
較
は
難
し
い
が
大
き
く
は
異
な
ら
な

い
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。

　
　

楠
正
成
教
子
圖  

元
弘
元
年
天
皇
蒙
塵
楠
正
成
應
勅
拜
命
蓋
夢
賚
之
臣
也
始

對
策
曰
東
賊
悖
逆
淫
亂
荼
毒
天
下
陛
下
脩
仁
義
任
賢
良
乘

其
弊
而
加
之
天
誅
何
難
之
有
夫
戰
伐
之
功
在
於
智
謀
若
止

以
兵
勢
論
令
合
天
下
之
兵
武
相
二
州
不
可
當
也
其
若
用
謀

而
行
是
易
圖
而
不
足
懼
也
雖
然
兵
家
不
在
一
旦
之
利
而
可

必
者
第
使
臣
正
成
在
中
興
可
圖
皇
業
可
復
矣
帝
説
正
成
義

勇
氣
烈
赤
忠
英
武
用
兵
如
神
機
權
出
沒
赤
坂
三
日
之
糧
托

跡
蟬
蛻
劔
城
孤
立
之
危
視
容
虎
威
皇
天
大
譴
東
賊
伏
誅
帝

廼
復
位
奈
釁
隙
内
啓
兩
雄
爭
功
遂
錦
旂
日
暎
矛
戟
雲
擁
厥

勢
無
可
爲
矣
正
成
廼
進
策
王
師
萬
全
是
計
不
聽
正
成
則
招

其
子
正
行
櫻
井
驛
時
方
十
一
歳
撫
教
曰
今
吾
與
而
永
訣
矣

吾
死
天
下
其
與
亂
也
爾
母
貮
心
盡
忠
伏
義
挾
輔
王
室
正
行

請
從
軍
正
成
不
允
曰
吾
欲
貽
而
忠
於
國
也
正
行
去
正
成
據

湊
川
兵
最
寡
自
辰
至
未
凡
十
六
戰
身
被
十
一
創
竟
自
殺
年

四
十
有
三
正
成
敏
逹
帝
之
裔
正
玄
之
子
也
君
子
曰
三
木
一

草
惟
楠
木
死
得
其
所
既
而
正
行
起
數
奏
大
功
後
主
倚
賴
焉

然
不
復
納
諫
方
敵
大
擧
擊
正
行
四
條
畷
正
行
謂
衆
曰
惟
有

一
死
報
國
報
父
而
已
血
戰
數
十
合
身
被
五
創
弟
正
時
中
矢

不
能
前
乃
相
與
自
殺
時
年
二
十
有
五

〔
読
み
下
し
文
〕

　
　
　

楠
正
成
、
教
子
図

元
弘
元
年
、
天
皇
、
蒙
塵
し
、
楠
正
成
、
勅
に
應
じ
て
命
を
拜
し
、
蓋
し
夢
賚
の
臣

也
。
始
め
對
策
し
て
曰
く
「
東
賊
悖
逆
淫
亂
、
天
下
を
荼と

毒ど
く

す
。
陛
下
、
仁
義
を
脩

め
、賢
良
を
任
じ
、其
弊
に
乘
じ
て
こ
れ
に
天
誅
を
加
え
る
こ
と
、何
の
難
有
ら
ん
や
。

夫
、
戰
伐
の
功
は
智
謀
に
あ
り
。
若
し
止た

だ

兵
勢
を
以
て
論
ぜ
ば
、
令
し
て
天
下
の
兵

を
合
す
る
も
、武
相
二
州
に
當
た
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
其
、謀
を
用
い
て
行
は
ば
、是
、

圖
り
易
く
し
て
懼
る
る
に
足
ら
ず
。
然
り
と
雖
も
兵
家
は
一
旦
の
利
に
し
て
必
す
べ

き
も
の
に
あ
ら
ず
。
第た

だ

、
臣
正
成
を
し
て
在
ら
し
め
ば
、
中
興
圖
る
べ
し
、
皇
業
復
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す
べ
し
」
と
。
帝
、
説
ぶ
。
正
成
、
義
勇
氣
烈
、
赤
忠
英
武
、
兵
を
用
い
る
こ
と
神

の
如
く
、
機
權
出
沒
。
赤
坂
三
日
の
糧
、
跡
を
蟬
蛻
に
托
し
、
劔
城
孤
立
の
危
、
容

を
虎
威
に
視
る
。
皇
天
大
譴
、
東
賊
誅
に
伏
し
、
帝
廼
ち
復
位
す
。
奈
釁
隙
内
に
啓

き
、
兩
雄
功
を
爭
ひ
、
遂
に
錦き

ん

旂き

日
に
暎
じ
、
矛
戟
雲
擁
、
厥
の
勢
、
な
す
べ
き
な

し
。
正
成
、
廼
ち
策
を
進
む
。
王
師
、
萬
全
に
し
て
是
の
計
聽
か
ず
。
正
成
、
則
ち

其
子
正
行
を
櫻
井
驛
に
招
く
。
時
方
に
十
一
歳
。
撫
教
し
て
曰
く
「
今
、
吾
而

な
ん
じ

と
永

訣
せ
ん
。
吾
死
せ
ば
天
下
其
れ
亂
に
與
せ
ん
。
爾
、
貮
心
す
る
な
か
れ
。
忠
を
盡
し

義
に
伏
し
、
王
室
を
挾
輔
せ
よ
」
と
。
正
行
、
軍
に
從
わ
ん
と
請
う
。
正
成
、
允ゆ

る

さ

ず
し
て
曰
く
「
吾
、
忠
を
國
に
貽の

こ

さ
ん
と
欲
す
る
」
と
。
正
行
、
去
る
。
正
成
、
湊

川
に
據
る
。
兵
最
寡
く
、
辰
よ
り
未
に
至
り
凡
そ
十
六
戰
、
身
十
一
創
を
被
り
、
竟

に
自
殺
す
。
年
四
十
有
三
。
正
成
、敏
逹
帝
の
裔
、正
玄
の
子
な
り
。
君
子
曰
く
「
三

木
一
草
、
惟
だ
楠
木
、
死
し
て
其
の
所
を
得
た
り
」
と
。
既
に
し
て
正
行
起
り
、
數

た
び
た
び

大
功
を
奏
し
、
後
主
倚
賴
す
。
然
れ
ど
も
復
た
諫
を
納
れ
ず
。
敵
の
大
擧
し
て
正
行

を
四
條
畷
に
撃
つ
に
あ
た
り
、
正
行
、
衆
に
謂
い
て
曰
く
「
惟
だ
一
死
あ
り
て
、
國

に
報
じ
父
に
報
ず
る
の
み
」
と
。
血
戰
數
十
合
、
身
五
創
を
被
る
。
弟
正
時
、
矢
に

中
り
前
む
能
わ
ず
。
乃
ち
相
與
に
自
殺
す
。
時
に
年
二
十
有
五
。

　

す
な
わ
ち
、
画
面
に
描
か
れ
る
正
成
と
正
行
の
別
れ
の
み
で
は
な
く
、
正
成
が
後
醍
醐

天
皇
の
た
め
に
挙
兵
し
た
こ
と
か
ら
説
き
起
こ
し
、
正
成
没
後
、
正
行
が
二
十
五
歳
で
没

す
る
ま
で
の
経
緯
を
記
す
。

　

こ
の
漢
文
が
『
白
雉
帖
』
所
載
の
そ
れ
と
全
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
る

が
、
拓
本
『
白
雉
帖
』
と
の
比
較
対
象
が
新
た
な
知
見
を
も
た
ら
す
。

○
拓
本
『
白
雉
帖
』
と
の
比
較

　

（
注
11
）
に
詳
細
を
述
べ
た
拓
本
『
白
雉
帖
』
は
、
従
来
の
贈
朝
屛
風
の
研
究
に
お
い

て
参
照
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
題
辞
の
複
製
品
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て

題
辞
の
玄
岱
書
の
書
体
や
字
配
り
が
き
わ
め
て
具
体
的
に
把
握
で
き
る
点
で
重
要
で
あ

る
。
本
稿
で
参
照
す
る
内
閣
文
庫
本
は
改
装
さ
れ
て
い
る
が
、
折
帖
一
帖
、
萌
黄
地
花
段

文
緞
子
の
表
紙
（
四
〇
・
〇
×
二
七
・
三
㎝
）、
中
央
の
絹
製
題
箋
に
墨
書
「
白
雉
帖
」。
全

三
十
六
面
、
第
一
面
＝
「
百
雉
帖
」
題
字
と
「
臣
高
玄
岱
奉　

旨
撰
并
書
」、
二
～
五
面

＝
白
石
序
、
六
面
＝
墨
面
、
七
～
三
十
六
面
＝
題
辞
（
各
題
辞
を
見
開
き
で
収
載
）。
「
楠

正
成
教
子
図
」〔
図
５
〕
は
十
七
、十
八
面
（
十
七
面
＝
三
三
・
〇
×
二
一
・
七
㎝
、
十
八
面

＝
三
三
・
〇
×
二
一
・
五
㎝
）。
な
お
、
見
開
き
の
左
面
の
左
端
に
「
第
○
」
と
配
列
順
が

記
載
さ
れ
る
が
、
そ
の
文
字
が
切
れ
て
い
る
箇
所
が
複
数
あ
り
、
本
紙
は
切
り
詰
め
ら
れ

て
い
る
。

 　

『
白
雉
帖
』
は
拓
本
で
あ
り
、
玄
岱
の
墨
蹟
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
原
本
は
草
稿

で
あ
り
贈
朝
屛
風
に
貼
付
さ
れ
た
そ
の
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
異
国
に
わ
た

る
屛
風
に
貼
付
さ
れ
る
原
本
の
様
相
を
し
の
ぶ
目
的
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、

（
注
11
）で
述
べ
た
経
緯
を
有
し
、ま
た
念
入
り
な
草
稿
に
忠
実
に
書
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
、
本
作
貼
付
の
〈
書
〉〔
図
６
〕
を
拓
本
『
白
雉
帖
』〔
図
７
〕
と
比
べ
る
と
、
本

作
図
６
の
縦
は
一
五
・
五
㎝
、
拓
本
『
白
雉
帖
』
図
７
の
該
当
す
る
箇
所
は
縦
一
五
・
一
㎝

で
あ
る
が
、
一
見
し
て
、
全
体
を
通
じ
て
各
文
字
の
形
状
、
配
置
、
行
間
な
ど
、
非
常
に

よ
く
似
て
い
る
。
細
部
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
題
の
「
圖
」
が
一
行
め
の
「
塵
」
よ
り

も
わ
ず
か
に
下
が
っ
た
位
置
に
配
さ
れ
る
こ
と
、
二
行
め
の
「
弘
」
の
「
ム
」
が
小
さ
め

で
少
し
斜
め
右
あ
が
り
に
な
る
様
、「
年
」
の
も
っ
と
も
下
の
横
線
が
長
め
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
書
作
品
と
し
て
の
配
慮
か
ら
書
き
癖
ま
で
が
一
致
し
、
両
者
は
同
一
人
物
の
筆
跡

と
み
な
せ
る
。
以
上
の
拓
本
『
白
雉
帖
』
所
収
の
題
辞
と
の
類
似
は
、
本
作
の
〈
書
〉
が

贈
朝
屛
風
の
題
辞
そ
の
も
の
と
認
め
得
る
た
め
の
有
力
な
証
と
考
え
る

（
（注

（
注

。



－ 13 －

　
　

（
三
）
画
―
―
狩
野
春
湖
筆

　

次
に
本
作
の
画
風
を
検
討
す
る
。
前
掲
の
表
の
通
り
、
正
徳
度
の
贈
朝
屛
風
に
お
い
て

「
楠
正
成
教
子
図
」
を
描
い
た
画
家
と
し
て
記
録
さ
れ
る
の
は
、
狩
野
春
湖
で
あ
る
。
春

湖
（
（注

（
注

は
、
本
姓
岡
澤
、
通
称
は
六
郎
左
衛
門
（
あ
る
い
は
宇
兵
衛
）、
別
号
を
元
珍
。
信
濃

国
埴
科
郡
矢
代
の
人
。
は
じ
め
甲
府
宰
相
・
徳
川
綱
重
、引
き
続
き
綱
重
の
子
・
家
宣
に「
高

拾
人
扶
持
」
の
御
絵
師
と
し
て
仕
え
、
家
宣
が
将
軍
養
子
、
六
代
将
軍
と
な
っ
て
か
ら
も

御
用
を
務
め
た
。
狩
野
春
雪
（
表
絵
師
山
下
狩
野
家
二
代
）
の
弟
子
。
そ
の
子
・
春
笑
の

後
見
人
と
な
り
狩
野
姓
を
許
さ
れ
、
表
絵
師
稲
荷
橋
狩
野
家
の
祖
と
な
っ
た
。

○
春
湖
の
作
品　

  

後
述
す
る
よ
う
に
、
本
作
に
は
本
来
、
落
款
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
で
は
削

り
取
ら
れ
て
お
り
画
家
は
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
作
が
贈
朝
屛
風
で
あ
る
か
ど

う
か
の
検
証
に
は
、
狩
野
春
湖
に
よ
る
諸
作
品
と
の
比
較
検
討
が
欠
か
せ
な
い
。
管
見
に

入
っ
た
春
湖
の
主
要
作
品
は
次
で
あ
る
。

（
Ａ
）「
詩
経
図
」
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）、
宮
内
庁
書
陵
部

紙
本
着
色
、
折
本
六
冊
（
五
七
五
図
）、
各
図
三
〇
・
一
×
二
〇
・
九
㎝
。
新
井
白
石

が
甲
府
藩
邸
で
の
詩
経
進
講
に
あ
た
り
藩
主
綱
豊
（
後
の
将
軍
家
宣
）
の
参
考
に
供

す
る
た
め
に
制
作
、
春
湖
に
図
を
描
か
せ
た
も
の
。
そ
の
制
作
経
緯
が
「
折
た
く
柴

の
記
」
お
よ
び
書
簡
な
ど
に
見
え
る

（
（注

（
注

。

（
Ｂ
）「
琉
球
国
両
使
登
城
之
行
列
図
」
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
頃
、
大
英
博
物
館

絹
本
着
色
、二
巻
、各
巻
縦
三
四
・
五
㎝
。
右
記
の
年
、琉
球
国
か
ら
渡
来
し
た
将
軍（
家

宣
）
の
代
替
わ
り
の
賀
慶
使
と
琉
球
国
王
（
尚
益
王
）
の
襲
封
時
の
恩
謝
使
の
両
使

節
の
江
戸
城
登
城
行
列
を
描
い
た
も
の

（
（注

（
注

。

（
Ｃ
）「
長
崎
図
巻
」
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

絹
本
着
色
、
出
島
蘭
館
図
（
上
巻
）
四
一
・
六
×
一
〇
六
一
・
六
㎝
・
唐
館
図
（
下
巻
）

四
一
・
六
×
一
一
四
一
・
一
㎝
。
制
作
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
箱
裏
墨
書
に
よ
り
元

文
五
年
（
一
七
四
〇
）
正
月
十
九
日
に
八
代
将
軍
吉
宗
か
ら
水
戸
家
の
「
姫
君
」
が

拝
領
し
た
も
の
と
伝
わ
る

（
（注

（
注

。

（
Ｄ
）「
能
御
絵
鑑
」
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所

紙
本
着
色
、
折
帖
二
帖
（
一
五
〇
図
）、
各
図
三
〇
・
〇
×
三
六
・
〇
㎝
。
表
裏
に
能

絵
を
貼
る
折
本
装
。
曲
は
高
砂
か
ら
猩
々
ま
で
で
、
喜
多
流
の
演
目
と
一
致
す
る
。

箱
書
「
春
湖
筆
」。
近
衛
家
伝
来
。
「
喜
多
流
の
能
を
学
ん
だ
六
代
将
軍
徳
川
家
宣
の

周
辺
で
制
作
さ
れ
、
家
宣
の
妻
の
実
家
で
あ
る
近
衛
家
に
贈
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る

（注
（注

（
注

」。

（
Ｅ
）「
唐
子
琴
棋
書
画
図
」
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
美
術
館

紙
本
着
色
、
二
曲
一
双
屛
風
、
各
四
九
・
四
×
一
七
二
・
三
㎝

（
（注

（
注

。

（
Ｆ
）「
旭
日
鶴
図
」
個
人
蔵

絹
本
着
色
、
一
幅
、
三
八
・
〇
×
四
四
・
五
㎝
。

　

こ
れ
ら
を
本
作
と
比
べ
る
と
、
ま
ず
人
物
に
つ
い
て
、
本
作
第
二
扇
中
央
辺
り
の
三
人

〔
図
８
〕
と
「
能
御
絵
鑑
」
第
二
帖
第
一
図
「
土
蜘
」
の
三
人
〔
図
９
〕
は
、
瞳
が
円
く
、

頬
が
広
く
小
鼻
が
横
に
長
め
と
い
っ
た
特
徴
を
は
じ
め
顔
の
各
部
分
の
形
状
と
そ
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
衣
の
細
緻
な
文
様
な
ど
通
じ
る
点
が
多
い
。
「
能
御
絵
鑑
」
は
上
か
ら
口

を
結
ぶ
人
物
、
唇
の
周
囲
を
朱
で
く
く
る
人
物
、
真
横
向
き
で
口
を
結
ぶ
人
物
が
重
な
り

あ
う
が
、
本
作
の
挿
図
部
分
も
同
様
の
顔
の
向
き
、
唇
の
様
子
の
人
物
を
組
み
合
わ
せ
て

い
る
。
次
に
、
本
作
の
馬
〔
図
10
〕
と
「
詩
経
図
」
の
馬
（「
黄
」）
〔
図
11
〕
は
、
顔
の

輪
郭
、
耳
や
目
の
形
状
、
や
や
短
め
の
首
、
刷
毛
状
に
な
び
く
ま
え
が
み
の
様
子
を
は
じ
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め
全
体
に
よ
く
似
通
う
が
、
下
顎
口
元
に
四
本
の
短
い
線
を
入
れ
る
点
、
目
の
下
か
ら
鼻

に
向
け
て
の
線
の
形
状
、
体
躯
に
細
か
い
体
毛
を
表
す
と
い
っ
た
細
部
も
一
致
す
る
。
松

を
比
べ
る
と
、本
作
の
そ
れ
を
左
右
反
転
さ
せ
た
か
た
ち
〔
図
12
〕
が
、「
詩
経
図
」
の
「
松
」

〔
図
13
〕
の
頂
上
の
そ
れ
と
葉
叢
の
重
な
り
方
、
す
な
わ
ち
頂
上
の
葉
叢
の
下
左
右
順
に

葉
叢
を
配
置
し
、
右
側
に
一
つ
離
す
こ
と
、
左
に
三
つ
連
な
る
も
の
を
置
く
こ
と
、
あ
る

い
は
下
枝
の
長
さ
や
そ
の
角
度
な
ど
も
通
じ
る
。
ま
た
、
本
作
〔
図
14
〕
の
幹
に
墨
を
刷

く
こ
と
や
図
の
中
央
の
幹
に
見
え
る
片
側
の
輪
郭
を
点
状
の
描
写
に
す
る
特
徴
あ
る
表
現

も
同
じ
く
す
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
本
作
は
春
湖
の
手
に
な
る
と
み
な
し
て
良
い
、
と
考
え
る
。
な
お
、
た

と
え
ば
「
能
御
絵
鑑
」
は
一
五
〇
図
に
わ
た
り
詳
細
精
緻
な
描
き
ぶ
り
で
あ
り
、
当
然
な

が
ら
工
房
作
で
あ
る
。
一
方
、
一
〇
〇
人
余
の
人
物
を
描
く
本
作
も
複
数
人
の
手
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
類
似
は
全
く
の
同
一
人
の
手
と
い
う
よ
り

は
、
春
湖
の
様
式
を
共
有
す
る
工
房
の
そ
れ
と
認
め
る
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

○
削
ら
れ
た
落
款

　

本
作
に
は
落
款
が
な
い
。
し
か
し
、
①
「
源
為
朝
大
箭
図
」
の
落
款
の
位
置
を
頼
り
に

探
る
と
、
第
一
扇
右
下
の
金
雲
上
に
四
文
字
分
程
度
の
面
積
を
削
り
取
っ
た
跡
が
認
め
ら

れ
、
本
来
は
落
款
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
〔
図
15
〕。
ち
な
み
に
、
落
款
が
後
に
削
ら

れ
た
の
は
、
春
湖
が
著
名
な
画
家
で
は
な
い
ゆ
え
、
つ
ま
り
作
品
の
市
場
価
値
を
少
し
で

も
高
く
し
よ
う
と
す
る
思
惑
に
よ
る
と
想
像
さ
れ
る
。

　

本
作
が
贈
朝
屛
風
そ
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
署
名
は
①
の
そ
れ
「
藤
原
秀
信
」
の
形

式
に
倣
い
、
①
は
狩
野
柳
雪
の
本
姓
の
藤
原
と
諱
で
あ
る
が
、
狩
野
一
族
で
は
な
い
春
湖

の
場
合
は
「
狩
野
春
湖
」
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
、
四
文
字
分
と
い
う
想
定
と
齟
齬
し
な

い
。
な
お
、
赤
外
線
写
真
も
撮
影
し
た
が
、
署
名
部
分
は
金
箔
ご
と
墨
書
が
削
ら
れ
て
い

る
た
め
か
、
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
右
記
の
文
字
相
当
と
み
な
せ
る
部
分
の
下

部
に
、
朱
肉
ら
し
き
も
の
、
そ
れ
も
方
印
の
輪
郭
に
あ
た
る
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
観
察

で
き
る
。
前
掲
の
春
湖
作
品
で
押
印
が
あ
る
の
は
（
Ｂ
）（
Ｃ
）（
Ｅ
）（
Ｆ
）
で
あ
る
が
（
Ｃ
）

は
図
版
な
ど
も
未
確
認
で
あ
り
、
本
作
に
印
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
（
Ｂ
）（
Ｆ
）
に
共
通

す
る
朱
文
白
文
方
印
「
春
湖
」〔
図
16
、17
〕
が
ひ
と
ま
ず
の
候
補
か
と
考
え
て
お
き
た
い
。

ち
な
み
に
、
①
の
印
は
朱
文
壺
形
印
「
柳
雪
」
一
顆
で
あ
る
。

　
　

（
四
）
仕
立
―
―
金
唐
紙
の
裏
張

　

最
後
に
、
本
作
の
仕
立
、
特
に
裏
張
を
検
討
す
る
。

○
①
「
源
為
朝
大
箭
図
」
と
の
類
似

　

①
と
本
作
の
仕
立
に
は
共
通
す
る
点
が
多
い
。
ま
ず
、
前
述
の
通
り
、
題
辞
跡
と
本
作

貼
付
の
〈
書
〉
絹
本
の
サ
イ
ズ
が
、
ほ
ぼ
一
致
し
た
。
加
え
て
、
金
箔
サ
イ
ズ
が
①
は

一
一
・
〇
×
一
一
・
〇
㎝
、
本
作
は
九
・
一
～
一
一
・
〇
×
一
一
・
二
～
一
一
・
七
㎝
と
少
し

差
は
あ
る
が
、
類
似
す
る
。
金
箔
の
サ
イ
ズ
は
箔
足
の
重
な
り
が
箇
所
に
よ
っ
て
異
な

る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
程
度
の
差
で
あ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
金
箔
を
使
用
し
て
い
る
と

み
な
す
に
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
本
作
本
紙
は
縦
三
段
継
で
上
か
ら

五
三
・
八
、五
八
・
八
、五
三
・
三
㎝
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
①
の
五
四
・
〇
、五
八
・
五
、五
三
・
〇

㎝
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
近
世
の
屛
風
は
、
管
見
の
限
り
、
お
お
よ
そ
三
段
も
し
く
は
五
段

継
が
大
半
を
占
め
、
上
質
な
作
品
は
よ
り
大
き
な
紙
が
必
要
な
三
段
継
が
多
い
傾
向
が
あ

る
。
ま
た
、
贈
朝
屛
風
は
明
和
度
の
③
、
⑤
の
縦
が
一
七
〇
㎝
を
超
え
る
な
ど
、
通
常
の

本
間
屛
風
（
縦
お
よ
そ
一
五
〇
㎝
程
度
）
よ
り
も
か
な
り
大
き
い
も
の
が
あ
る
が
、
正
徳

度
に
お
い
て
は
①
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
本
間
を
少
し
上
回
る
程
度
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
作
が
三
段
継
で
そ
の
寸
法
が
①
と
一
致
す
る
こ
と
は
、
本
作
が
贈

朝
屛
風
で
あ
る
可
能
性
を
高
め
る
。
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○
裏
張

  
本
作
に
つ
い
て
、
何
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
裏
張
（
裏
貼
紙
、
裏
形
）
で
あ
る
。
贈
朝

屛
風
は
、
既
述
の
よ
う
に
全
体
の
寸
法
お
よ
び
箱
、
縁
裂
な
ど
の
仕
様
が
あ
る
程
度
決
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
榊
原
悟
氏

（
（注

（
注

は
、
通
例
の
屛
風
と
は
異
な
る
贈
朝
屛

風
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
、「
裏
張
に
金
唐
紙
が
使
わ
れ
る
場
合
が
多
い
」
こ
と
を
指
摘

す
る
。
同
氏
お
よ
び
加
藤
秀
幸
氏

（
（注

（
注

が
紹
介
す
る
資
料
は
次
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う

唐
紙
は
、
文
様
の
彫
ら
れ
た
版
木
に
雲
母
や
絵
具
を
の
せ
、
和
紙
に
文
様
を
う
つ
し
た
も

の
で
あ
る
。

・�

第
十
回
（
寛
延
元
年
［
一
七
四
八
］
）
の
進
物
を
ま
と
め
た
『
朝
鮮
人
献
上
并
被
下
物

書
付
（
仮
題
）』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
）
に
「
金
屛
風　

二
拾
双
（
中
略
）
裏
形
共
ニ

金
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
古
画
備
考
』
宮
殿
筆
者
に
「
御
屛
風
裏
、
浅
黄
地
雀
形
金
」

と
あ
り
、
裏
張
の
雀
形
文
が
金
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

・�

第
十
二
回
（
文
化
八
年
［
一
八
一
一
］
）
の
贈
朝
屛
風
制
作
に
つ
い
て
『
朝
鮮
信
使
来

聘
一
件
書
類
』
二
雑
部
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
に
「
一
、
御
屛
風
裏
張
、
如
先
格

金
唐
紙
ニ
可
仕
候
事
」
と
あ
り
、
先
例
す
な
わ
ち
以
前
か
ら
贈
朝
屛
風
の
裏
張
は
金
唐

紙
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

  

実
際
、
本
稿
筆
者
が
実
見
し
た
①
、
③
、
⑤
は
い
ず
れ
も
当
初
の
表
装
と
み
な
せ
、
裏

面
は
す
べ
て
金
泥
唐
紙
で
あ
っ
た

（
（注

（
注

。
①
は
白
地
に
山
路
文
〔
図
18
、
19
〕、
③
、
⑤
は
縹

色
地
に
雀
形
（
鳥
襷
文
）
で
あ
る
。
ま
た
、
②
、
④
は
、
後
に
改
装
さ
れ
た
た
め
と
推
測

さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
金
唐
紙
で
は
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
（注

（
注

。 

　

ち
な
み
に
、
現
在
目
に
す
る
屛
風
の
裏
紙
は
、
緑
や
紺
地
に
雲
母
や
絵
具
で
雀
形
を
摺

る
唐
紙
が
圧
倒
的
に
多
い
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば

土
佐
光
吉
（
一
五
三
九
～
一
六
一
三
）「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）、

画
家
不
詳
「
彦
根
屛
風
」（
十
七
世
紀
、
彦
根
城
博
物
館
）
な
ど
の
画
中
画
の
そ
れ
が
雀

形
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
先
の
文
書
類
と
あ
わ
せ
て
、
金

泥
唐
紙
を
使
用
す
る
贈
朝
屛
風
が
特
別
な
仕
立
て
で
あ
る
こ
と
を
、お
さ
え
て
お
き
た
い
。

　

そ
し
て
本
作
は
、
現
状
の
縁
木
（
ふ
ち
ぎ
）、
表
の
大
縁
（
お
お
べ
り
・
本
紙
を
囲
む

裂
の
う
ち
外
側
の
幅
広
の
も
の
）、
小
縁
の
裂
（
こ
べ
り
・
同
、
内
側
の
幅
の
狭
い
も
の
）、

金
具
な
ど
は
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
修
理
の
際
に
誂
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
裏

張
が
大
変
特
殊
で
あ
る
〔
口
絵
３
〕
。
裏
張
は
、
茶
色
地
に
金
色
の
鉄
線
唐
草
文
の
唐
紙

で
あ
る
が
、
第
一
、
五
、
六
扇
（
屏
風
裏
面
に
向
か
っ
て
右
か
ら
）
は
そ
の
文
様
が
金
箔

〔
口
絵
４
〕
で
、
第
二
、
三
、
四
扇
は
金
泥
〔
口
絵
５
〕
で
摺
ら
れ
た
唐
紙
で
あ
る
。
ま
た

金
泥
と
金
箔
の
文
様
を
比
較
す
る
と
、
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
蕊
の
点
の

位
置
や
数
な
ど
細
部
が
微
妙
に
異
な
る
。
さ
ら
に
、
図
に
示
す
通
り
、
金
箔
唐
紙
は
四
段

継
、
金
泥
唐
紙
は
六
段
継
で
、
金
箔
と
金
泥
で
紙
の
寸
法
が
異
な
る
〔
図
20
〕。
ち
な
み

に
①
の
裏
張
〔
図
21
〕
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
六
段
継
で
紙
の
寸
法
は
お
よ
そ
三
〇
・
〇

×
六
五
・
〇
㎝
で
、
そ
れ
は
本
作
裏
張
の
金
泥
の
唐
紙
の
寸
法
、
段
数
と
等
し
い
。
ま
た
、

本
作
裏
面
第
二
扇
の
オ
ゼ
に
沿
っ
て
縦
に
金
泥
唐
紙
の
下
に
金
箔
唐
紙
が
見
え
る
こ
と
も

注
意
し
た
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
作
の
裏
張
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。
本
作
の
裏

面
は
、
最
初
、
全
面
に
金
箔
の
唐
紙
を
貼
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
お
そ
ら
く
幕
府
側
の

確
認
が
入
り
、
①
が
そ
う
で
あ
る
六
段
継
の
金
泥
唐
紙
が
、
贈
朝
屛
風
の
し
か
る
べ
き
裏

張
の
形
式
で
あ
る
の
で
修
正
す
る
よ
う
に
と
い
っ
た
要
請
が
入
る
な
ど
し
た
の
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
金
箔
の
文
様
に
似
せ
て
新
た
に
金
泥
用
の
木
型
を
作
り
金
泥
唐
紙
が
摺
ら
れ
、

金
箔
唐
紙
の
上
か
ら
貼
り
込
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
経
年
の
劣
化
に
よ
り
、
第
一
、五
、六

扇
で
上
に
貼
ら
れ
た
金
泥
唐
紙
が
失
わ
れ
、
金
箔
唐
紙
が
表
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
、
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
一
、
六
扇
は
、
屛
風
裏
面
に
お
い
て
は
、
閉
じ
て
保
管
す
る
際

に
外
側
の
空
気
に
さ
ら
さ
れ
る
部
分
で
あ
り
、
通
常
も
っ
と
も
傷
み
が
認
め
ら
れ
る
扇
で

あ
る
こ
と
も
、
こ
の
推
測
を
促
す
。
そ
し
て
縁
木
な
ど
の
改
装
に
あ
た
っ
て
も
、
特
殊
な

裏
張
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
の
も
の
が
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
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う
に
、
本
作
の
裏
面
に
は
や
や
複
雑
な
事
情
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
金
泥
唐
紙
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
大
い
に
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
明
和
度
③
、
④
が
全
く
同
じ
文
様
の
金
泥
唐
紙
で
あ
る
の
に
対
し
、
正
徳
度

①
の
白
地
に
山
路
文
と
本
作
の
茶
色
地
に
鉄
線
唐
草
文
が
異
な
る
点
は
気
に
か
か
る
。
と

は
い
え
、
明
和
度
に
お
い
て
も
す
べ
て
の
屛
風
の
裏
張
が
同
じ
で
は
な
か
っ
た
、
い
く
つ

か
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
正
徳
度
の
贈
朝
屛
風
と
し
て
裏
張
を
確
認
で

き
る
作
例
が
わ
ず
か
二
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
は
、
本
作
を
正
徳
度
の
贈
朝
屛
風

と
考
え
る
こ
と
を
妨
げ
る
決
定
的
な
理
由
と
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、先
に
紹
介
し
た
通
り
、贈
朝
屛
風
の
仕
様
と
し
て
文
書
に
確
認
で
き
る
の
は
「
金

泥
」
唐
紙
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
箔
で
文
様
を
押
す
紙
を
屛
風
の
裏
張
に
使
う
例
は

管
見
の
限
り
他
に
な
い
。
た
だ
し
、金
箔
文
様
の
例
と
し
て
、名
古
屋
城
上
洛
殿（
一
六
三
四

年
）、
狩
野
探
幽
に
よ
る
天
井
画
の
縁
部
分
（
牡
丹
唐
草
や
幾
何
学
文
様
）
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
随
心
院
の
御
居
間
襖
の
牡
丹
文
は
、
東
面
が
金
箔
、
南
北
の
二
面
が

金
泥
の
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
表
具
裂
の
印
金
も
、
金
箔
で
文
様
を
押
し
た
も
の
で
あ

る
。
屛
風
の
裏
張
を
含
め
こ
れ
ら
絵
画
の「
周
縁
」の
装
飾
、そ
の
紙
や
文
様
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
研
究
が
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
金
箔
と
金
泥
の
格
式
や
使
い
分
け
な
ど
に
つ
い
て

一
定
の
決
ま
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

（
（注

（
注

。
と
も
あ
れ
、
本
作
の
裏
張
が
贈
朝
屛
風
の
重
要
な

特
徴
で
あ
る
金
泥
唐
紙
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
本
作
が
贈
朝
屛
風
で
あ
る
こ
と
を
、
ほ
ぼ

確
信
さ
せ
る
重
要
な
特
徴
と
言
え
る
。

　
　

む
す
び　

―
春
湖
筆
の
贈
朝
屛
風
「
楠
正
成
教
子
図
」
と
し
て

　

以
上
の
通
り
、「
楠
正
成
教
子
図
」が
正
徳
度
の
贈
朝
屛
風
で
あ
る
可
能
性
を
検
討
し
た
。

同
画
題
が
贈
朝
屛
風
の
記
録
に
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
、
画
題
を
説
明
す
る
貼
付
の
〈
書
〉

の
寸
法
な
ど
が
正
徳
度
贈
朝
屛
風
で
あ
る
①
「
源
為
朝
大
箭
図
」
の
題
辞
痕
跡
と
等
し
く
、

し
か
も
〈
書
〉
の
内
容
、
書
風
、
体
裁
が
拓
本
『
白
雉
帖
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら

深
見
玄
岱
そ
の
人
の
筆
跡
ひ
い
て
は
贈
朝
屛
風
貼
付
の
題
辞
と
み
な
せ
る
こ
と
、
狩
野
春

湖
の
画
と
判
断
で
き
る
こ
と
、
表
装
な
か
で
も
裏
紙
が
金
泥
・
金
箔
唐
紙
と
い
う
特
殊
な

も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
、
本
作
を
贈
朝
屛
風
そ
の
も
の
と
認
め
て
良
い
と
考
え

て
い
る
。 

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
最
後
に
「
春
湖
筆
の
贈
朝
屛
風
、
楠
正
成
教
子
図
と
し
て
の
本
作
の

位
置
」
を
考
察
し
て
お
く
。
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
通
り
、
本
作
は
、
整
理
さ
れ
た
構

図
の
う
ち
に
、
百
人
超
の
人
物
を
複
雑
に
重
な
り
合
い
、
群
れ
を
な
す
様
子
で
表
し
、
衣
、

甲
冑
の
文
様
も
多
彩
か
つ
丁
寧
で
、
描
き
手
の
画
力
の
確
か
さ
を
窺
わ
せ
る
。
前
掲
の
春

湖
の
作
品
は
い
ず
れ
も
小
画
面
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
「
能
御
絵
鑑
」
に
み
る
年
齢
や
表

情
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
の
描
き
分
け
、
装
束
の
文
様
の
細
密
か
つ
巧
み
な
彩
り
が
、
大
画

面
に
お
い
て
も
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
本
作
は
、
将
軍
家
宣
、
白
石
に
重
用
さ

れ
た
春
湖
が
、
幕
府
御
用
に
あ
た
っ
て
精
力
を
傾
け
描
い
た
優
品
で
あ
り
、
江
戸
時
代
中

期
の
狩
野
派
、
表
絵
師
の
画
業
を
示
す
貴
重
な
作
品
と
評
価
で
き
る
。

　

ま
た
、
正
成
と
正
行
の
「
桜
井
の
別
れ
」
を
描
く
作
品

（
（注

（
注

は
、
朱
舜
水
賛
・
狩
野
探
幽
画

「
楠
公
訣
児
図
」（
一
六
七
〇
年
、
前
田
育
徳
会
）
を
は
じ
め
、
近
代
に
至
る
ま
で
比
較
的

多
く
あ
る
。
鳥
山
石
燕
『
絵
事
比
肩
』（
一
七
七
八
年
刊
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
附
属
図

書
館
）
所
載
の
図
〔
図
22
〕
な
ど
、
さ
だ
め
し
、
江
戸
時
代
中
後
期
に
お
け
る
典
型
的
な

図
様
と
み
な
し
て
良
い
も
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
描
か
れ
る
、
正
行
が
少
し
低
い
位
置
に
い

て
、
正
成
と
正
行
が
斜
め
向
き
に
対
面
す
る
こ
と
、
正
成
が
甲
冑
姿
で
正
行
が
美
少
年
風

に
描
か
れ
る
こ
と
、
二
人
の
大
き
さ
に
や
や
極
端
に
差
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
、
周
囲
に
菊

水
の
流
れ
旗
、家
臣
を
置
く
と
い
っ
た
画
面
構
成
要
素
は
、本
作
と
共
通
す
る
。
探
幽
「
楠

公
訣
児
図
」に
お
い
て
も
二
人
の
描
写
の
基
本
は
同
様
で
、家
臣
こ
そ
い
な
い
が
、流
れ
旗
、

松
を
伴
う
。
ま
た
、
家
臣
を
一
人
で
は
な
く
多
く
描
く
も
の
と
し
て
画
家
不
詳
・
縮
往
洗

除
賛
「
桜
井
駅
子
別
れ
図
」（
湊
川
神
社
）、
歌
川
芳
藤
（
一
八
二
八
～
八
七
）「
楠
公
摂
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面
は
も
と
よ
り
小
画
面
の
作
品
も
ほ
と
ん
ど
な
い
珍
し
い
画
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と

え
ば
明
治
の
浮
世
絵
で
あ
る
が
月
岡
芳
年
（
一
八
三
九
～
九
二
）「
大
日
本
史
略
図
会
第

八
十
壹
代
高
倉
天
皇
」（
一
八
八
〇
年
、
個
人
蔵
）〔
図
24
〕
な
ど
清
盛
が
左
、
重
盛
が
右

で
向
き
合
う
、
類
似
し
た
図
様
の
も
の
が
複
数
認
め
ら
れ
る
た
め
、
贈
朝
屛
風
「
平
重
盛

諫
父
図
」
も
こ
の
よ
う
な
父
子
を
中
心
に
置
き
周
囲
に
家
臣
団
を
配
し
た
、
本
作
に
類
似

す
る
対
角
線
構
図
で
父
子
が
対
話
す
る
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
も
、右
上
が
り
の
対
角
線
構
図
の
「
楠
正
成
教
子
図
」
は
右
隻
で
、そ
れ
に
対
し
て
「
平

重
盛
諫
父
図
」
は
左
隻
で
左
上
が
り
の
構
図
で
あ
り
、
一
双
が
Ｖ
字
形
を
な
す
収
ま
り
の

良
い
構
成
で
あ
っ
た
と
想
像
し
て
お
き
た
い
。

　

「
は
じ
め
に
」に
記
し
た
よ
う
に
、江
戸
幕
府
が
朝
鮮
王
朝
に
贈
っ
た
屛
風
は
一
九
〇
双
、

三
八
〇
隻
で
あ
る
。
朝
鮮
王
朝
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
長
年
に
わ
た
っ
て
保
管
し
て
き
た

と
は
考
え
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
は
折
々
に
家
臣
に
下
賜
さ
れ
る
な
ど
し
、
あ
る

い
は
近
代
に
な
っ
て
朝
廷
を
離
れ
、
や
が
て
朝
鮮
半
島
を
出
て
、
日
本
さ
ら
に
は
世
界
の

ど
こ
か
に
渡
っ
た
例
が
あ
る
だ
ろ
う

（
（注

（
注

。
本
作
の
伝
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
作

品
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
本
稿
は
、
今
後
、
そ
う
し
た
作
品
の
発
見
が
進
む
こ

と
を
願
い
、
ま
と
め
る
も
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
１�

）
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
三
月
に
京
都
の
古
美
術
商
か
ら
購
入
。
購
入
時
の
作
品
名
称
は

「
楠
公
父
子
桜
井
の
別
れ
図
屏
風
」。
『
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館　

館
蔵
品
図
録
Ⅱ
』（
二
〇
〇
二

年
）
に
お
い
て
、
五
十
嵐
公
一
氏
が
『
古
画
備
考
』
の
記
載
に
基
づ
き
「
楠
遺
誡
図
屏
風
」
と

改
称
し
、
以
後
、
所
蔵
館
に
お
い
て
は
「
楠
遺
誡
図
屏
風
」
と
称
さ
れ
て
き
た
（
以
上
、
五
十

嵐
氏
よ
り
の
情
報
）。
し
か
し
、本
稿
で
は
本
文
後
述
の
本
作
貼
付
〈
書
〉
の
題
で
あ
り
拓
本
『
白

雉
帖
』
所
載
の
「
楠
正
成
教
子
図
」
を
よ
り
適
切
な
名
称
と
考
え
、
用
い
る
。
ま
た
、
本
作
の

伝
来
は
不
明
。
木
箱
お
よ
び
綿
袋
を
伴
い
、
箱
蓋
表
墨
書
「
時
代 

金
地
極
彩
色
南
北
朝
六
曲

州
湊
川
発
向
之
図
」（
三
枚
続
、
個
人
蔵
）
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
お
そ
ら
く
本
作
以

前
の
狩
野
派
に
、
本
作
ほ
ど
大
人
数
で
な
い
に
せ
よ
こ
の
種
の
図
様
の
蓄
積
が
あ
り
、
本

作
は
そ
れ
に
拠
る
と
推
測
で
き
る

（
（注

（
注

。
そ
し
て
、
そ
れ
を
大
画
面
に
、
多
く
の
家
臣
団
と
と

も
に
描
く
画
面
全
体
の
構
想
は
、
桃
山
時
代
以
来
、
狩
野
派
が
描
い
て
き
た
、
風
俗
図
や

合
戦
図
屛
風
な
ど
、少
し
俯
瞰
し
た
視
点
か
ら
群
衆
を
描
く
作
例
に
求
め
て
良
い
だ
ろ
う
。

主
題
、
対
角
線
構
図
や
群
像
表
現
、
人
物
の
寸
法
や
数
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
た
と
え
ば

狩
野
吉
信
（
生
没
年
不
詳
・
一
七
世
紀
）「
源
平
合
戦
図
屏
風
（
一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
）」

（
神
戸
市
立
博
物
館
）
左
隻
屋
島
図
の
よ
う
な
作
品
が
参
照
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
屋
島

図
は
、
左
下
か
ら
右
上
へ
の
対
角
線
で
画
面
を
区
切
り
、
武
将
の
群
を
そ
こ
こ
こ
に
配
置

す
る
。
本
作
人
物
は
や
や
小
さ
い
が
、松
な
ど
の
サ
イ
ズ
感
は
通
じ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

本
作
は
当
然
な
が
ら
先
行
す
る
作
品
を
参
照
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限

り
、
屛
風
の
大
画
面
に
同
画
題
を
描
く
例
は
知
ら
ず
、
六
曲
の
大
画
面
に
幔
幕
を
張
り
巡

ら
し
て
構
図
を
区
切
り
、
群
臣
を
巧
み
に
配
し
、
正
成
・
正
行
を
中
心
と
す
る
場
面
を
印

象
深
く
、
美
し
く
描
き
出
し
た
の
は
、
春
湖
の
仕
事
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在

確
認
で
き
る
他
の
春
湖
作
品
と
比
べ
て
人
物
の
サ
イ
ズ
が
や
や
大
き
め
で
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
身
分
の
高
い
武
将
に
認
め
ら
れ
る
品
格
を
有
し
、
生
彩
あ
る
人
物
描
写
〔
図
23
〕
も
、

そ
の
力
量
を
よ
く
示
し
て
る
。

　

な
お
、
贈
朝
屛
風
と
し
て
の
本
作
と
一
双
を
な
し
た
の
は
、
先
の
表
に
示
し
た
通
り

「
平
重
盛
諫
父
図
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
平
重
盛
（
一
一
三
八
～
七
九
）
が
鹿
ケ
谷
事
件

（
一
一
七
七
年
）
に
際
し
て
後
白
河
法
皇
を
幽
閉
し
よ
う
と
し
た
父
・
清
盛
を
諫
め
る
場

面
（『
平
家
物
語
』
巻
二
十
二 

教
訓
状
）
で
あ
っ
た
。
白
石
に
よ
る
「
御
屛
風
貮
拾
雙
絵

様
筆
者
」（「
朝
鮮
聘
礼
事
」
内
閣
文
庫

（
（注

（
注

）
は
こ
の
一
双
屛
風
の
主
題
を
「
忠
孝
」
と
し
た

上
で
「
小
松
は
忠
に
し
て
孝
あ
り
楠
木
は
忠
に
し
て
慈
あ
り
二
つ
の
徳
を
兼
し
事
異
朝
に

も
類
少
き
か
」
と
述
べ
て
お
り
、
両
隻
で
父
へ
の
忠
と
孝
お
よ
び
天
皇
へ
の
忠
、
子
へ
の

慈
を
表
す
意
図
を
も
っ
て
構
想
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る

（
（注

（
注

。
「
平
重
盛
諫
父
図
」
は
、
大
画
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屛
風 

半
雙
」、
蓋
裏
「
昭
和
十
一
年
九
月 

旧
容
器
破
損
ニ
付
之
新
調
ス 

田
中
弥
三
郎
蔵
（
墨

消
さ
れ
て
い
る
が
赤
外
線
写
真
に
て
判
読
）」、
袋
墨
書
は
箱
蓋
表
と
同
文
。

　

本
作
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
研
究
は
次
の
通
り
。
五
十
嵐
公
一
「
正
徳
度
贈
朝
屏
風
の
問
題
」

『
塵
界
』
一
四
、二
〇
〇
三
年
・
榊
原
悟
「
79 

楠
遺
誡
図
屛
風
」『（
図
録
）BIOMBO 

屛
風　

日

本
の
美
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
大
阪
市
立
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
・
五
十
嵐
公
一
「
鎮
西
八

郎
為
朝
図
屛
風
の
つ
く
ら
れ
方
」
板
倉
聖
哲
、
髙
岸
輝
編
『
日
本
美
術
の
つ
く
ら
れ
方
─
─
佐

藤
康
宏
先
生
の
退
職
に
よ
せ
て
』
羽
鳥
書
店
、
二
〇
二
〇
年
・
山
本
聡
美
、
吉
岡
由
哲
「
調
査

作
品
目
録
（
稿
）
100
．
楠
遺
誡
図
屛
風
」
堀
新
編
『
研
究
成
果
報
告
書　

戦
国
軍
記
・
合
戦
図

の
史
料
学
的
研
究
』
共
立
女
子
大
学
、
二
〇
二
四
年
・
前
田
徹
「
19 

楠
遺
誡
図
屛
風
」『（
図

録
）
い
く
さ
物
語
の
絵
画 

瀬
戸
内
の
名
品
と
収
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

二
〇
二
五
年
。

　

調
査
、
画
像
掲
載
に
あ
た
り
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
・
前
田
徹
氏
、
山
口
奈
々
絵
氏
、
知
念

理
氏
に
、
調
査
に
お
い
て
大
阪
芸
術
大
学
・
五
十
嵐
公
一
氏
に
ご
高
配
賜
り
、
大
阪
大
学
総
合

学
術
博
物
館
・
波
瀬
山
祥
子
氏
、
大
阪
大
学
大
学
院
・
趙
洙
江
氏
、
渡
野
り
つ
佳
氏
（
調
査
当

時
の
所
属
）、
中
村
遼
氏
の
補
助
を
得
た
。
ま
た
、
五
十
嵐
氏
に
は
本
稿
の
執
筆
を
お
薦
め
い

た
だ
い
た
。
英
文
要
旨
はT

r
e
v
o
r
 
M
e
n
d
e
r
s

氏
（
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
研
究
所
・
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
大
学
院
）、
韓
文
要
旨
は
趙
洙
江
氏
に
翻
訳
を
お
願
い
し
た
。
記
し
て
、
深
謝
申

し
上
げ
る
。

（
２�

）
贈
朝
屛
風
全
般
お
よ
び
正
徳
度
に
関
わ
る
主
な
先
行
研
究
と
し
て
次
を
参
照
し
た
。
加
藤
秀

幸
「
研
究
資
料　

住
吉
広
行
筆
春
冬
堂
上
放
鷹
之
図
屏
風
下
絵
及
び
「
朝
鮮
信
使
来
聘
一
件
書

類
」」『
美
術
研
究
』
二
六
七
、
一
九
七
〇
年
・
辛
基
秀
「
日
本
よ
り
朝
鮮
に
贈
っ
た
絵
画
」『
朝

鮮
通
信
使
絵
図
集
成
』
講
談
社
、
一
九
八
五
年
・『
日
本
絵
画
調
査
報
告
書
（
昌
徳
宮
所
蔵
）』

大
韓
民
国
文
化
財
管
理
局
、
一
九
八
七
年
・
武
田
恒
夫
「
贈
朝
鮮
国
王
屛
風
に
つ
い
て
」『
日

本
美
術
工
芸
』
六
三
九
、
一
九
九
一
年
・
同
「
第
十
章
朝
鮮
国
王
に
贈
ら
れ
た
屛
風
絵
」
上
田

正
昭
編
『
朝
鮮
通
信
史
―
善
隣
と
友
好
の
み
の
り
』
明
石
書
店
、
一
九
九
五
年
・
同
「
朝
鮮
国

王
へ
の
屛
風
絵
」『
狩
野
派
絵
画
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
・
榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋

―
異
国
へ
遣
わ
さ
れ
た
屛
風
た
ち
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
・
星
瑞
穂
「『
通
航
一
覧
』

に
見
る
「
贈
朝
屛
風
」
の
画
題
と
外
交
―
「
碁
盤
忠
信
」
を
中
心
に
―
」『
中
世
文
学
と
隣
接

諸
学
９ 

中
世
の
物
語
と
絵
画
』
竹
林
舎
、二
〇
一
三
年
・
鄭
美
娟
「
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
「
通

信
使
受
贈　

日
本
金
屛
風
考
察
」『
美
術
史
資
料
』
九
一
、
二
〇
一
七
年
・
朴
美
姫
「
一
六
八
二

年
（
天
和
二
）
の
朝
鮮
通
信
使
―
小
野
等
林
筆
「
朝
鮮
通
信
使
行
列
図
絵
巻
」
の
紹
介
―
」『
東

京
都
江
戸
東
京
博
物
館
紀
要
』
七
、
二
〇
一
七
年
・
榊
原
悟
『
屛
風
と
日
本
人
』
特
に
第
一
〇

章
、
一
一
章
、
敬
文
舎
、
二
〇
一
八
年
・
鄭
美
娟
「
江
戸
幕
府
に
よ
る
外
交
贈
答
用
絵
画
に
関

す
る
基
礎
的
調
査
研
究
―
文
化
度
贈
朝
屏
風
の
「
桜
町
・
菊
亭
図
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
鹿
島
美

術
財
団
年
報
』
四
二
、
二
〇
二
四
年
・
鄭
美
娟
「（
第
78
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
発
表
）
朝
鮮

通
信
使
に
贈
ら
れ
た
屏
風
に
み
る
近
世
や
ま
と
絵
大
画
面
の
展
開
―
古
典
主
題
の
受
容
を
中
心

に
―
」
二
〇
二
五
年
。

（
３�

）
五
点
の
う
ち
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
①
、
③
、
⑤
を
実
見
し
た
。
調
査
に
あ
た
り
、
同
館
・

遺
産
管
理
部
パ
ク
・
ジ
ュ
ヨ
ン
氏
（
当
時
）、鄭
多
喜
氏
に
お
世
話
い
た
だ
き
、（
注
１
）
波
瀬
山
氏
、

趙
氏
の
補
助
を
得
た
。
図
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
鄭
氏
よ
り
ご
高
配
賜
っ
た
。
深
甚
の
謝
意
を

表
し
た
い
。

（
４�

）
本
稿
は
、
正
徳
度
贈
朝
屛
風
の
名
称
と
し
て
本
文
後
述
の
題
辞
が
あ
る
も
の
は
拓
本
『
白
雉

帖
』
所
載
の
画
題
を
原
則
と
し
て
用
い
る
。
た
だ
し
、「
源
為
朝
大
箭
図
」
は
先
行
研
究
で
異

な
る
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
並
記
し
、
以
下
の
本
文
に
お
い
て
「
源
為
朝

大
箭
図
」
と
す
る
。

（
５�
）
朴
美
姫
「
近
世
に
お
け
る
日
韓
絵
画
交
流
の
研
究
―
朝
鮮
国
王
に
贈
呈
さ
れ
た
「
苅
田
雁
秋

草
図
」
を
中
心
に
」『
武
蔵
野
美
術
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
研
究
紀
要
』
三
、二
〇
〇
九
年
。

（
６�

）
朴
美
姫
「
近
世
に
お
け
る
日
韓
絵
画
交
流
の
研
究　

狩
野
梅
笑
筆
「
牡
丹
流
水
図
」(

韓
国
・

国
立
古
宮
博
物
館
蔵)

を
中
心
に
」『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
三
一
、二
〇
一
三
年
。

（
７�

）
本
作
の
本
紙
寸
法
（
本
文
後
述
の
紙
継
も
含
め
）
に
つ
い
て
は
（
注
１
）
諸
文
献
に
お
い
て
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異
同
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
調
査
時
の
実
測
値
を
用
い
る
。

（
８�
）（
注
１
）
五
十
嵐
公
一
「
正
徳
度
贈
朝
屏
風
の
問
題
」・「
鎮
西
八
郎
為
朝
図
屛
風
の
つ
く
ら

れ
方
」、（
注
２
）
榊
原
悟
『
屛
風
と
日
本
人
』。

（
９
）
閔
徳
基
『
前
近
代
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
韓
日
関
係
』
早
稲
田
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
。

（
10�

）
石
村
喜
英
氏
（『
深
見
玄
岱
の
研
究 

日
中
文
化
交
流
上
に
お
け
る
玄
岱
伝
と
黄
檗
独
立
禅
師

伝
』
雄
山
閣
、
一
九
七
三
年
・
李
元
植
「
朝
鮮
通
信
使
と
深
見
玄
岱
―
「
日
光
山
八
景
和
韻
」

詩
書
巻
を
中
心
に
―
」『
日
本
歴
史
』
三
八
四
、一
九
八
〇
年
。

（
11�
）
拓
本
『
白
雉
帖
』
は
、
本
文
に
述
べ
る
玄
岱
に
よ
る
「
題
辞
」
制
作
の
翌
年
の
正
徳
二
年

（
一
七
一
二
）
春
、「
高
氏
二
子
」
す
な
わ
ち
栗
田
元
次
氏
（『
新
井
白
石
の
文
治
政
治
』
石
崎
書
店
、

一
九
五
二
年
）
に
よ
れ
ば
玄
岱
の
三
男
・
有
隣
（
雪
渓
）・
弟
の
長
男
で
玄
岱
養
子
の
頤
斎
（
白

鳳
）
が
最
終
的
な
草
稿
本
（
下
書
）
を
白
石
の
序
（
正
徳
二
年
二
月
既
望
）
と
あ
わ
せ
て
拓
本

一
帖
と
し
て
作
成
し
た
も
の
。
冒
頭
に
「
臣
高
玄
岱
奉 
旨
撰
幷
書
」
と
あ
り
、
本
文
で
述
べ

る
題
辞
制
作
の
経
緯
か
ら
も
、
玄
岱
自
身
の
撰
文
か
つ
筆
で
あ
る
。
当
初
の
拓
本
が
数
点
（
内

閣
文
庫
、
栗
田
文
庫
ほ
か
）
あ
り
、
原
本
の
焼
失
に
よ
り
後
年
（
一
七
九
三
）
に
制
作
さ
れ
た

復
刻
本
（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
南
葵
文
庫
）、
ま
た
写
本
（
国
立
国
会
図
書
館
学
鶚
軒
文
庫

ほ
か
）
が
複
数
現
存
す
る
。
従
来
の
贈
朝
屛
風
研
究
に
お
い
て
は
、活
字
本
（『
新
井
白
石
全
集
』

第
四
巻
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
六
年
・
底
本
は
内
閣
文
庫
本
）
お
よ
び
写
本
が
参
照
さ
れ
て

き
た
が
、
本
稿
で
は
善
本
で
あ
り
、
実
見
し
得
た
内
閣
文
庫
本
に
よ
る
。
な
お
、
栗
田
氏
は
「
石

に
刻
し
て
拓
本
を
取
っ
た
も
の
」、
石
村
喜
英
氏
（
注
10
『
深
見
玄
岱
の
研
究 

日
中
文
化
交
流

上
に
お
け
る
玄
岱
伝
と
黄
檗
独
立
禅
師
伝
』）
も
「
材
料
こ
そ
石
材
を
用
い
て
い
る
」
と
言
う
が
、

中
野
三
敏
氏
（「
拓
版
画
の
系
譜
―
木
拓
正
面
版
に
つ
い
て
―
」『
版
と
型
の
日
本
美
術
』
町
田

市
立
国
際
版
画
美
術
館
、
一
九
九
七
年
）
が
指
摘
す
る
通
り
、
石
で
は
な
く
版
木
を
用
い
た
正

面
摺
＝
拓
版
で
あ
る
。

（
12�
）
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録 

新
井
白
石
日
記
上
・
下
』
岩
波
書
店
、

一
九
五
二
・
一
九
五
三
年
・（
注
10
）
石
村
喜
英
『
深
見
玄
岱
の
研
究 

日
中
文
化
交
流
上
に
お

け
る
玄
岱
伝
と
黄
檗
独
立
禅
師
伝
』。
制
作
経
緯
に
つ
い
て
以
下
が
詳
述
す
る
。
（
注
１
）
五
十

嵐
公
一
「
正
徳
度
贈
朝
屏
風
の
問
題
」・「
鎮
西
八
郎
為
朝
図
屛
風
の
つ
く
ら
れ
方
」・
石
川
泰

成
「
正
徳
度
朝
鮮
通
信
使
贈
朝
鮮
国
王
屏
風
の
画
題
・
画
賛
に
み
る
儒
教
的
表
象
に
つ
い
て　

高
玄
岱
『
白
雉
帖
』
と
新
井
白
石
「
白
雉
帖
題
辞
」
を
中
心
に
」『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化

学
部
紀
要
』
六
九
、二
〇
一
八
年
。

（
13
）「
白
石
先
生
手
翰
」
巻
之
四
『
日
本
思
想
大
系
三
五 

新
井
白
石
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
。

（
14�
）（
注
12
）
石
川
泰
成
「
正
徳
度
朝
鮮
通
信
使
贈
朝
鮮
国
王
屏
風
の
画
題
・
画
賛
に
み
る
儒
教

的
表
象
に
つ
い
て　

高
玄
岱
『
白
雉
帖
』
と
新
井
白
石
「
白
雉
帖
題
辞
」
を
中
心
に
」。

（
15
）（
注
２
）
鄭
美
娟
「
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵
「
通
信
使
受
贈　

日
本
金
屛
風
考
察
」。

（
16�
）
正
徳
度
贈
朝
屛
風
の
う
ち
「
源
経
信
兼
三
船
才
図
」
は
武
田
恒
夫
氏
（
注
２
「
贈
朝
鮮
国
王

屛
風
に
つ
い
て
」）
に
よ
り
長
澤
如
端
斎
筆
の
縮
模
本
「
大
堰
川
行
幸
図
」（
一
七
二
八
年
）
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
図
様
が
確
認
で
き
る
。

（
17�

）
玄
岱
の
書
作
品
を
あ
る
程
度
網
羅
す
る
（
注
10
）
石
村
喜
英
『
深
見
玄
岱
の
研
究
』
に
お
い

て
遺
墨
は
わ
ず
か
に
二
十
六
点
と
さ
れ
、
し
か
も
本
作
と
比
較
で
き
る
楷
書
の
も
の
は
ほ
ぼ
な

い
。
そ
う
し
た
な
か
、同
書
の
掲
載
は
な
い
が
重
視
さ
れ
る
の
が
「
新
井
白
石
像
」（
所
在
不
明
）

の
玄
岱
賛
で
あ
る
。
賛
末
尾
に「
癸
巳
正
月
通
家
弟
高
岱
拝
題
」と
あ
り
、正
徳
三
年（
一
七
一
三)

と
贈
朝
屛
風
と
近
し
い
時
期
の
着
賛
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
本
作
〈
書
〉
に
共
通
す
る
文
字
、
た

と
え
ば
不
、應
、容
な
ど
は
全
く
同
じ
特
徴
を
示
し
、同
一
人
物
の
も
の
と
み
な
せ
、こ
れ
も
〈
書
〉

が
玄
岱
自
筆
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
白
石
像
は
、
二
〇
二
二
年
に
小
菅
文

庫
旧
蔵
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
た
。
画
家
は
署
名
が
な
く
白

文
方
印
「
獨
順
之
章
」
白
文
方
印
「
字
匡
枚
」
が
備
わ
る
が
詳
細
不
明
。
豹
皮
に
折
烏
帽
子
、

茶
色
の
狩
衣
を
着
し
、
右
手
に
扇
子
を
持
ち
太
刀
を
佩
い
た
姿
で
坐
る
白
石
を
描
く
。
享
和
元

年
（
一
八
〇
一
）
に
水
野
徳
方
が
玄
岱
賛
を
写
す
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
を
は
じ
め
、
宮
内

庁
書
陵
部
（
同
図
様
同
賛
）、東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、早
稲
田
大
学
図
書
館
本
（
と
も
に
賛
な
し
、

同
図
様
）
な
ど
現
在
知
ら
れ
る
白
石
像
の
原
本
と
言
う
べ
き
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
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（
18�
）『
古
画
備
考
』
、
『
扶
桑
名
画
伝
』
、
分
限
帳
『
甲
府
臣
下
録
』
ほ
か
に
よ
る
。
宮
本
圭
造

「
能
・
狂
言
と
絵
画 

　

描
か
れ
た
能
・
狂
言
の
系
譜
」『
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
紀
要 

能
楽
研

究
』
三
七
、二
〇
一
三
年
。

（
19�

）
村
山
吉
廣
「
詩
経
関
係
書
目
解
題
（
二
）
―
新
井
白
石
校 

狩
野
春
湖
筆
「
詩
経
図
」
に
つ

い
て
―
」『
詩
經
研
究
』
六
、日
本
詩
経
学
会
、一
九
八
一
年
。
以
後
、『
詩
經
研
究
』
七
（
一
九
八
二

年
）
～
二
五
（
二
〇
〇
〇
年
）
各
号
の
巻
頭
口
絵
（
村
山
氏
解
題
）
と
し
て
一
図
が
掲
載
さ
れ
る
。

資
料
の
閲
覧
、
画
像
掲
載
に
つ
い
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
ご
高
配
を
得
た
。
記
し
て
深
謝
申
し

上
げ
る
。

（
20�

）
横
山
学
「
106
～
109 

琉
球
国
両
使
登
城
之
行
列
絵
巻
」
平
山
郁
夫
・
小
林
忠
編
著
『
秘
蔵
日

本
美
術
大
観 

大
英
博
物
館
２
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
。
大
英
博
物
館HP 
A_1886-0309-

0-1

～2

。
本
稿
の
作
品
名
称
は
題
箋
に
従
う
。

（
21�

）
大
庭
脩
編
著
「
11 

長
崎
図
巻 

狩
野
春
湖
筆
」『
近
世
日
中
交
渉
史
料
集
六 

長
崎
唐
館
図
集

成
』
関
西
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
・
徳
川
真
木
「
152 

長
崎
図
巻
」『
（
図
録
）
大
徳
川
展
』

東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年
。
後
者
は
「
八
代
将
軍
吉
宗
か
ら
水
戸
家
五
代
宗
翰
が
拝
領

し
た
品
」
と
す
る
。

（
22�
）
宮
本
圭
造
「
能
・
狂
言
と
絵
画　

描
か
れ
た
能
・
狂
言
の
系
譜
」『
能
楽
研
究　

能
楽
研

究
所
紀
要
』
三
七
、
二
〇
一
三
年
・
同
「
２ 

能
絵
鑑 

狩
野
春
湖
筆
」
国
立
能
楽
堂
事
業
推

進
課
資
料
調
査
係
編
『
能
絵
鑑
』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
二
〇
一
七
年
・
国
立
能
楽
堂
事

業
推
進
課
資
料
調
査
係
編
『（
図
録
）
狩
野
派
絵
師
の
能
楽
へ
の
眼
差
し
』
日
本
芸
術
文
化

振
興
会
、
二
〇
二
五
年
・
能
楽
資
料
館HP

「
能
楽
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」NL_

Y11_01_01.

解
題
。
本
文
引
用
はHP

解
題
。

（
23�
）
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
美
術
館HP 83.38.316A,B

。

（
24
）（
注
２
）
榊
原
悟
『
屛
風
と
日
本
人
』。

（
25�
）（
注
２
）
加
藤
秀
幸
「
研
究
資
料　

住
吉
広
行
筆
春
冬
堂
上
放
鷹
之
図
屏
風
下
絵
及
び
「
朝

鮮
信
使
来
聘
一
件
書
類
」」

（
26�

）（
注
２
）
鄭
美
娟
氏
（「（
第
78
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
発
表
）
朝
鮮
通
信
使
に
贈
ら
れ
た

屏
風
に
み
る
近
世
や
ま
と
絵
大
画
面
の
展
開
―
古
典
主
題
の
受
容
を
中
心
に
―
」）
に
指
摘
が

あ
る
。

（
27
）（
注
２
）
榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋
―
異
国
へ
遣
わ
さ
れ
た
屛
風
た
ち
』。

（
28�

）
な
お
、
唐
紙
師
・
菅
原
文
葉
氏
よ
り
、
以
下
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
現
在
の
襖
な
ど
の
修

理
で
は
元
の
紙
は
捲
っ
て
は
が
ず
が
、
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
は
元
の
紙
の
上
に
貼
る
例
が
あ

る
こ
と
、
そ
の
場
合
、
上
の
唐
紙
が
は
が
れ
た
場
合
は
下
の
唐
紙
に
上
の
裏
面
の
糊
の
跡
が
つ

く
が
本
作
に
は
そ
れ
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
第
一
、
五
、
六
扇
は
後
年
の
修
補
の
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
久
米
康
生
編
著
『
京
か
ら
か
み
文
様
譜
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
八
年
）

に
、
江
戸
時
代
に
金
箔
と
金
泥
の
唐
紙
が
と
も
に
あ
っ
た
こ
と
、
千
田
家
文
書
の
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
の
「
直
段
定
」
に
「
上
印
金
」
す
な
わ
ち
金
箔
の
そ
れ
が
百
匁
、「
印
金
粉
」
す

な
わ
ち
金
泥
が
五
拾
匁
と
あ
り
金
箔
の
方
が
手
間
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
本
作
に
つ
い
て
は
、
屛
風
が
朝
鮮
に
渡
っ
た
後
に
同
文
様
の
金
泥
唐
紙
を
制
作
し

て
上
か
ら
貼
る
こ
と
は
想
定
し
難
く
、
金
箔
と
金
泥
唐
紙
の
併
用
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
述
べ

る
推
測
も
含
め
て
今
後
も
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

（
29�
）
楠
公
図
に
つ
い
て
は
主
に
以
下
を
参
照
。
岸
本
芳
雄
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
楠
公
崇
拝
思

潮
」『
神
道
宗
教
』
一
一
〇
、
一
九
八
三
年
・『（
図
録
）
大
楠
公
展
―
御
殉
節
650
年
記
念
―
』
神

戸
新
聞
社
、
一
九
八
五
年
。

（
30�
）
前
田
徹
氏
（（
注
１
）「
19 

楠
遺
誡
図
屛
風
」）
は
、
本
作
の
菊
水
紋
に
つ
い
て
「
近
代
に
盛

ん
に
描
か
れ
た
半
円
状
の
菊
花
に
二
曲
す
る
流
水
を
描
く
タ
イ
プ
と
は
異
な
り
、
菊
の
花
と
葉

を
大
き
く
描
き
、
そ
の
下
に
流
れ
出
る
水
流
を
描
く
」
こ
と
、「
正
成
を
象
徴
す
る
菊
水
紋
は
、

未
だ
本
作
品
の
段
階
で
は
定
型
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本

作
の
図
様
に
先
例
は
あ
っ
て
も
、
菊
水
紋
の
形
状
を
は
じ
め
周
囲
の
人
物
の
様
子
な
ど
は
定

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

（
31
）『
新
井
白
石
全
集
』
第
四
巻
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
六
年
。
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（
32�
）
後
年
の
作
で
あ
る
が
、
冷
泉
為
恭
（
一
八
二
三
～
六
四
）
「
忠
孝
図
」
（
個
人
蔵
）
は
、
左

幅
に
「
忠
」
と
し
て
楠
公
父
子
の
湊
川
の
別
れ
、
右
幅
に
「
孝
」
と
し
て
平
重
盛
の
清
盛
へ
の

諌
言
を
表
わ
す
対
幅
。
水
戸
藩
主
・
徳
川
斉
昭
（
一
八
〇
〇
～
六
〇
）
が
各
幅
上
部
に
隷
書
で

左
幅
は
「
精
忠
」、
右
幅
は
「
純
孝
」
と
書
す
。
し
た
が
っ
て
、
忠
孝
の
理
念
の
も
と
両
故
事

を
組
み
合
わ
せ
る
認
識
は
、
本
作
に
よ
ら
ず
あ
っ
た
（
山
形
県
教
育
委
員
会
『
山
形
県
文
化
財

調
査
報
告
書
』
第
９
輯
、
一
九
五
九
年
）。

（
33�
）
狩
野
探
信
守
道
（
一
七
八
五
～
一
八
三
六
）「
巻
狩
図
屛
風
」（
馬
の
博
物
館
）
に
つ
い
て
、

第
十
二
回
文
化
度
（
一
八
一
一
年
）
の
贈
朝
屛
風
の
下
絵
写
で
あ
る
玉
里
島
津
家
資
料
「
御
屛

風
下
絵
写
」（
鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
、
崎
山
健
文
「
資
料
紹
介
「
御
屛
風

下
絵
写
」『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
三
四
、
二
〇
二
二
年
）
の
う
ち
「
頼
朝
富
士
牧
狩
」
と
の

図
様
の
類
似
、
寸
法
お
よ
び
落
款
の
形
式
な
ど
か
ら
、
贈
朝
屛
風
そ
の
も
の
あ
る
い
は
副
本
の

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
（
柏
崎
諒
「
狩
野
探
信
守
道
筆
「
巻
狩
図
屏
風
」（
馬
の
博
物
館
蔵
）

と
文
化
度
贈
朝
屏
風
「
頼
朝
富
士
牧
狩
」」『（
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図２　「楠正成教子図」（兵庫県立歴史博物館）部分 

　　　人物群像

図１　「楠正成教子図」（兵庫県立歴史博物館）部分

　　　正成、正行

図４  狩野柳雪「源為朝大箭図（鎮西八郎為朝図）」

　　　（韓国国立中央博物館）部分

図３ 「楠正成教子図」（兵庫県立歴史博物館）部分 〈書〉

図５  拓本『白雉帖』（国立公文書館内閣文庫）部分



－ 23 －

図７  拓本『白雉帖』（国立公文書館内閣文庫）部分 図６　「楠正成教子図」（兵庫県立歴史博物館）〈書〉

図９  狩野春湖「能御絵鑑」（野上記念法政大学能楽研究所）

　　　部分 人物

図８　「楠正成教子図」（兵庫県立歴史博物館）

　　　部分  人物

図10　「楠正成教子図」（兵庫県立歴史博物館）部分  馬図11  狩野春湖「詩経図」（宮内庁書陵部）部分  馬
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図12　「楠正成教子図」（兵庫県立歴史博物館）部分  松

図14　「楠正成教子図」（兵庫県立歴史博物館）部分 松図13  狩野春湖「詩経図」（宮内庁書陵部）部分 松

図15　「楠正成教子図」（兵庫県立歴史博物館）部分

図17  狩野春湖「旭日鶴図」（個人蔵）落款 図16  狩野春湖「旭日鶴図」（個人蔵）
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図18　「源為朝大箭図（鎮西八郎為朝図）」（韓国国立中央博物館）裏面図19　「源為朝大箭図（鎮西八郎為朝図）」

　　　（韓国国立中央博物館）　裏面部分

図20　「楠正成教子図」（兵庫県立歴史博物館）裏面紙継

図21　「源為朝大箭図（鎮西八郎為朝図）」（韓国国立中央博物館）裏面紙継

六 五 四 三 二

第一扇

（裏面は表第六扇）
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附記：「楠正成教子図」（口絵１）は兵庫県立歴史博物館、「源為朝大箭図（鎮西八郎為朝図）」（口絵２）は韓国国立中央博物館提供。

「楠正成教子図」（口絵３～５、図１～３、６、８、10、12、14、15、23）、「源為朝大箭図（鎮西八郎為朝図）」（図４、18、19）、図５、

７、16、17は門脇撮影。図11、13は宮内庁書陵部提供。図９、図22は所蔵者の許可を得てHP掲載画像を使用。

図 22  鳥山石燕「楠正成」『絵事比肩』（金沢美術工芸大学附属図書館）

図 23  「楠正成教子図」（兵庫県立歴史博物館）部分 人物

図 24  月岡芳年「大日本史略図会第八十壹代高倉天皇」（個人蔵）

Lord Kusunoki Bids Farewell to His Son: Positioning the Hyōgo Prefectural Museum of History’s Folding Screen 
as a Gift from the Tokugawa Shogunate to the Joseon Dynasty

KADOWAKI Mutsumi
Contact: kadowaki.mutsumi.123@osaka-u.ac.jp (replace “123” with “hmt”)

This article submits that the Tokugawa shogunate (1603 – 1868) gave the Hyōgo Prefectural Museum of History’s 
Lord Kusunoki Bids Farewell to his Son folding screen (fig. 1) to the Joseon dynasty (1392 – 1897) as a diplomatic 
gift in Shōtoku 1 (1711) and categorizes the screen as a zōchō byōbu, a folding screen made explicitly for this 
purpose. The Joseon court sent envoys to the Tokugawa shogunate a total of twelve times between 1607 and 1811; 
beginning with the fourth envoy, the shogunate included folding screens as material addenda to the shogunally-
authored letter at the center of each delegation’s return cargo. At the time, these artworks were known simply as 
on-byōbu (“honorable screens”) but have come to be called zōchō byōbu (“screens sent to Joseon”) in modern 
scholarship. Primary source documents note each screen’s topic and artist, with a total of 190 pairs—380 
individual screens—recorded to have been made for this purpose. However, from this gargantuan enterprise, only 
five examples are currently known: one pair and four unrelated single screens, a total of six works.
 The zōchō byōbu at the center of this article is a lone folding screen comprising six panels of ink and 
colors on paper, measuring 166.2 centimeters high by 377 centimeters wide. Its topic is the Kenbu 3 (1336) 
“Parting at Sakurai” as recorded in the sixteenth volume of the Chronicle of the Great Peace (J. Taiheiki). The 
scene takes places on the eve of the Battle of Minatogawa. Before sending his eleven -year-old son Masayuki (d. 
1348) back to their home in Kawachi, the warrior Kusunoki Masashige (d. 1336)—a soon-to-be casualty of the 
looming conflict—impresses upon his child that that even if he himself should fall in battle, Masayuki must remain 
loyal to Emperor Go-Daigo (1288 – 1339) and ensure that his Northern Court enemies are crushed. 
 Earlier studies have gestured to the possibility of this work as a zōchō byōbu for the Shōtoku visitation, 
as its topic matches the “View of Kusunoki Masashige Instructing his Son” by Kano Shunko (d. 1727) documented 
in event records and the work’s calligraphic cartouche may be one of the otherwise unspecified “writings” by 
Fukami Gentai (1649 – 1722) recorded to have graced fifteen of the envoy’s twenty screen pairs. However, to fully 
confirm this work’s status as a gift to the Joseon dynasty, this article introduces  three additional pieces of evidence. 
First, the contents and penmanship of the work’s mounted calligraphy match that of Gentai’s White Pheasant Notes 
(J. Hakuchijō) as preserved in ink rubbing. This confirms both Gentai as the inscription’s author as well  as the 
“writing” noted in the Shōtoku screens’ historical documentation to have taken the form of such a cartouche. 
Second, while this work currently bears neither signature or seal, stylistic comparison confirms Kano Shunko as its 
painter, and close inspection of the picture plane reveals traces of authorial marks erased from the work’s bottom 
righthand corner. Third, the work’s physical construction aligns it with another zōchō byōbu given to the Shōtoku 
envoy, “View of Chinzei Hachirō Tametomo” (Minamoto no Tametomo, 1139 – 1170) held at the National 
Museum of Korea: not only do both bear a cartouche as noted above, but the unique paper used in the decorative 
border of “View of Chinzei Hachirō Tametomo,” adorned with gold paint and gold leaf  instead of the standard 
mica and black ink, comprises the backing paper of “Lord Kusunoki Bids Farewell to His Son,” suggesting its 
repurposing from the work’s border to its backing during a past restoration. 
 Previous research has gestured toward the Hyōgo screen as zōchō byōbu per the depicted topic’s overlap 
with historical records. This study revisits the possibility and offers a firm categorization of the screen through the 
points outlined here. The Joseon court would have been hard pressed to preserve these objects at the scale and rate 
the Tokugawa shogunate sent them. As such, these works became passed down through various aristocratic 
families and sometimes even left the Korean Peninsula, both returning to Japan and traveling to the larger world. 
The Hyōgo screen’s provenance is unclear, but its presence in Japan thus speaks to the necessity of looking beyond 
Korea itself to reassemble this body of work. （Translated by Trevor Menders）


